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日本たばこ産業株式会社

2



3

【日本たばこ産業株式会社】

人的資本、多様性等
・従業員との多面的なコミュニケーションの施策として、グループで働く全従業員を対象とした従業員意識調査
（EES）、各事業所単位での調査（パルスサーベイ）等を行うことで、グループレベルから事業所レベルまで、それ
ぞれの組織における課題を特定・把握し、速やかな対応を行っている旨を記載。
・安全かつ安心な職場環境を提供するため、グループの多くの事業所で、ISO 45001（OHSAS 18001）に基
づく高い労働安全衛生規準を設けており、グループの基準はすべての地域において法規制に準ずる、もしくはそれよ
り高いものとなっていることを記載。
・充実した健康支援体制の構築のため、具体的には全国11カ所の主要エリアに専門の産業保健スタッフ（医師、
保健師）を配置し、個別に健康面談を実施する等、従業員一人ひとりが心身ともに健康で持てる力を最大限に
発揮できるよう取組みを行っている旨を記載。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①企業の全体戦略とサステナビリティの関わりについて端的に記載している。
②グループのマテリアリティとその定義が端的に示されている。
③リスク管理のプロセスが端的に示されている。
④サステナビリティ活動の指標と目標について定量的に記載している。

(2) 気候変動関連等の情報開示
①移行リスク・物理リスクについて、影響と軽減策を整理して記載している。
②温室効果ガス削減について、Scope3まで言及している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示
①人的資本に関するガバナンスについて、具体的な取組みを記載している。
②人的資本の考え方を「人財」「組織風土」「オーナーシップ（一人ひとりの主体性）」とい
う3点で定義していることは独自性がある。

＜特徴的な取り組み内容＞

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞
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【日本たばこ産業株式会社】

① 企業の全体戦略とサステナビリティの関わりについて端的に記載している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループの経営理念である「4Sモデ
ル」及びJT Group Purposeがマテリア
リティとサステナビリティ戦略の根幹
であることが明示されている。

・サステナビリティー検討会の構成メ
ンバーや開催頻度、議題、報告方法を
開示している。
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② グループのマテリアリティとその定義が端的に示されている。

▍ (1)サステナビリティ全般の情報開示

・グループのマテリアリティを「自然
との共生」「お客様の期待を超える価
値創造」「人財への投資と成長機会の
提供」「責任あるサプライチェーンマ
ネジメント」「良質なガバナンス」と
いう5点に特定し、それぞれについて端
的に説明されている。

【日本たばこ産業株式会社】
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③ リスク管理のプロセスが端的に示されている。

▍ (1)サステナビリティ全般の情報開示

・リスク管理のプロセスを「リスク特
定」「リスク評価」「リスク対応計画の
策定」「リスク対応計画のモニタリン
グ」という4つのステップに分けて、端
的に明示している。

【日本たばこ産業株式会社】
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④指標と目標について定量的に記載している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティを踏まえたサステナビリ
ティ課題への取組みとしてJT Group 

Sustainability Targetsを策定している。
・ JT Group Sustainability Targetsの具体的な内
容について、Webサイトで開示する旨を記載。

・Webサイト上では、 JT Group Sustainability 

Targetsの具体的な項目が示され、それぞれについて
詳細な目標が定量的な目標も交えて開示されている。

【日本たばこ産業株式会社】
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④指標と目標について定量的に記載している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループのサステナビリティ活動の目指す姿と
進捗について、Webサイトで開示する旨を記載。
・2023年度の実績を統合報告書にて開示する旨を
記載。

・Webサイト上では、 JTグループ環境計画
2030や各事業における注力分野が開示されて
おり、目指す姿、目標、進捗が記載されてい
る。
・目標や進捗は定量的な数値も交えて、時間
軸を持った開示がされている。

【日本たばこ産業株式会社】
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① 移行リスク・物理リスクについて、影響と軽減策を整理して記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・シナリオ分析の結果、移行リスクと物理的
リスクを特定、それぞれの影響を定量的に記
載し、軽減策を示している。

【日本たばこ産業株式会社】
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② 温室効果ガス削減について、Scope3まで言及している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・温室効果ガス削減について、Scope3ま
で言及している。
・目標や実績、環境データ/第三者検証、
データの算出・連結方法について、Web

サイトや統合報告書で開示する旨を記載。

【日本たばこ産業株式会社】
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① 人的資本に関するガバナンスについて、具体的な取組みを記載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・従業員との多面的なコミュニケーションの施策と
して、グループで働く全従業員を対象とした従業員
意識調査（EES）、各事業所単位での調査（パルス
サーベイ）等を行うことで、グループレベルから事
業所レベルまで、それぞれの組織における課題を特
定・把握し、速やかな対応を行っている旨を記載。

・安全かつ安心な職場環境を提供するため、グルー
プの多くの事業所で、ISO 45001（OHSAS 18001）
に基づく高い労働安全衛生規準を設けており、グ
ループの基準はすべての地域において法規制に準ず
る、もしくはそれより高いものとなっていることを
記載。

・充実した健康支援体制の構築のため、具体的には
全国11カ所の主要エリアに専門の産業保健スタッフ
（医師、保健師）を配置し、個別に健康面談を実施
する等、従業員一人ひとりが心身ともに健康で持て
る力を最大限に発揮できるよう取組みを行っている
旨を記載。

Point!

Point!

Point!

【日本たばこ産業株式会社】
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②人的資本の考え方を「人財」「組織風土」「オーナーシップ（一人ひとりの主体性）」の3点で定義し、説明している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・グループにおける人的資本の考え方を「人財」
「組織風土」「オーナーシップ（一人ひとりの主体
性）」の3点で定義していることは独自性がある。
・グループの人事施策がこの3点に紐づいており、
人事施策の推進・検証・改善を通じて、人的資本の
拡充に取組むことが明示されている。

【日本たばこ産業株式会社】



アサヒグループホールディングス株式会社
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【アサヒグループホールディングス株式会社】

サステナビリティ全般
・サステナビリティへの取組みが促進するために役員報酬がインセンティブとして機能する仕組みを設計している旨を記載。
・役員報酬に社会的価値指標（サステナビリティ指標）を組み込んでいる旨を記載し、サステナビリティ戦略の５つの重点テーマと、
『中長期経営方針』で戦略基盤強化として位置付けている「人的資本の高度化」において取り組んでいる「ダイバーシティ、エクイティ
＆インクルージョン」の５領域を組み込んだ具体的な計算方法について明示している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①サステナビリティ全般に関するガバナンス体制について、役割や構成メンバー、開催頻度や
過去の実績まで開示している。
②役員報酬にサステナビリティ指標が組み込まれている旨が記載され、具体的な計算方法も明
示されている。
③グループのサステナビリティに関する全体的な考え方や方針が端的に示されている。
④リスク管理の体制やプロセスについて図で明示されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①CO2排出量削減を目指し、独自の中長期目標「アサヒカーボンゼロ」を設定して、定量的な
目標と、具体的な取組みを開示している。
②CO2排出量削減について、Scope3について目標値や実績値（先述）、具体的な取組みを開
示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示
①人的資本の高度化が、「中長期経営方針」の中で取り組まれている経営課題の1つであるこ
とが示されている。
②人材戦略の3つのアプローチを示し、その中身についても独自性の高い開示がなされている。

(4) その他の情報開示

①水資源についての方針や、分析リスクの結果、実施している施策について開示している。
②全企業に共通するようなトピックだけでなく、アサヒグループとして関わりが深い「酒類」
に関する内容をマテリアリティとして特定し、開示している。
③人権はコンプライアンス色の強い項目であるため、人に関するものとして他の人的資本にか
かる項目とまとめるのではなく、別の項目として分けて記載することは有用。
④想定されるリスクをバリューチェーンに沿って特定し、具体的に開示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①サステナビリティ全般に関するガバナンス体制について、役割や構成メンバー、開催頻度や過去の実績まで開示し
ている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティにおけるガバナンス体制に
関して、サステナビリティ関連組織を、役割、
構成、開催頻度の項目からなる表で開示してい
る。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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①サステナビリティ全般に関するガバナンス体制について、役割や構成メンバー、開催頻度や過去の実績まで開示し
ている。 

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティ関連組織の開催時
期と議論の内容を時系列で端的に記載
している。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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②役員報酬にサステナビリティ指標が組み込まれている旨が記載され、具体的な計算方法も明示されている。

▍ (1)サステナビリティ全般の情報開示

・役員報酬に社会的価値指標（サステナビリ
ティ指標）を組み込んでいる旨を記載し、マ
テリアリティの項目に沿った形で設計された
具体的な計算方法について明示している。

・サステナビリティへの取組みが促進するた
めに役員報酬がインセンティブとして機能す
る仕組みを設計している旨を記載。 Point!

Point!

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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③グループのサステナビリティに関する全体的な考え方や方針が端的に示されている。
④リスク管理の体制やプロセスについて図で明示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループのサステナビリティに関する全体的な考え方や
方針が端的に示されている。
・サステナビリティ関連のリスク管理について、グループ
全体に導入されているリスクマネジメント体制やリスクア
ペタイト フレームワークを用いたリスクコントロールの枠
組みやリスクテイクの方針について記載している。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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①CO2排出量削減を目指し、独自の中長期目標「アサヒカーボンゼロ」を設定して、定量的な目標と、具体的な取
組みを開示している。
②CO2排出量削減について、Scope3について目標値や実績値（先述）、具体的な取組みを開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・CO2排出量削減に対して、独自の中長期目
標「アサヒカーボンゼロ」を設定し、定量的
な目標と、具体的な取組みを開示している。
・CO2排出量削減について、Scope3について
目標値や実績値（先述）、具体的な取組みを
開示している。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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①人的資本の高度化が、「中長期経営方針」の中で取り組まれている経営課題の1つであることが示されている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・人的資本の高度化が、グループの「中長期経営方
針」の中で取り組まれている経営課題の1つである
ことが示されている。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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②人材戦略の3つのアプローチを示し、その中身についても独自性の高い開示がなされている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・3つのアプローチからなる独自
の人材戦略について示し、それ
ぞれのアプローチの中身につい
ても説明がなされている。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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①水資源についての方針や、分析リスクの結果、実施している施策について開示している。

▍ (4)その他の情報開示（持続可能な水資源）

・水資源について、グループの方針を述べたうえで、シ
ナリオ分析の結果を示し、特定されたリスクに対してグ
ループで実施している施策について開示している。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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②全企業に共通するようなトピックだけでなく、アサヒグループとして関わりが深い「酒類」に関する内容をマテリアリティと
して特定し、開示している。

▍ (4)その他の情報開示（不適切飲酒の撲滅・新たな飲用機会の創出によるアルコール関連問題の解決）

・気候変動や人的資本といった全企業に共通するような
トピックだけでなく、アサヒグループとして関わりが深
い「酒類」に関する内容をマテリアリティとして特定し、
開示していることはかなり独自性があると思われる。

【アサヒグループホールディングス株式会社】
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③人権はコンプライアンス色の強い項目であるため、人に関するものとして他の人的資本にかかる項目とまとめるのではなく、別の項目
として分けて記載することは有用。
④想定されるリスクをバリューチェーンに沿って特定し、具体的に開示している。

▍ (4)その他の情報開示（人権の尊重）

・人権はコンプライアンス色の強い項目であるため、人に関するも
のとして他の人的資本にかかる項目とまとめるのではなく、別の項
目として分けて記載することは有用。
・想定されるリスクをバリューチェーンに沿って特定し、具体的に
開示している。
・人権DDの全体像について、図を用いて端的に示している。

【アサヒグループホールディングス株式会社】



キリンホールディングス株式会社
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【キリンホールディングス株式会社】

気候変動関連等
・気候変動緩和として、2030年までのGHG排出量削減ロードマップを策定。それに基づいて、大規模太陽光発電を国内外の拠点に設置、国内外の拠点で調達再生
可能エネルギー比率100%を達成など様々ンな取組みを実施した旨を記載。
・主要なサプライヤーからのアンケートより、バリューチェーン全体でGHG削減を進める施策を協同検討している旨を記載。
・再生型農業の知見獲得と推進に向けたレインフォレスト・アライアンスとの共同施策や、自社管理ブドウ園での取組み、TNFDとの共同での取組みなど、先進的な事例が
示されており、そうした事例が各所で紹介されている旨を記載。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①企業の全体戦略とサステナビリティの関わりについて端的に記載されている。
②サステナビリティへの取組みにより、どのように持続的価値創造がなされるかが図を用いて
丁寧に説明されている。
③各サステナビリティ関連の委員会や会議の様子を開示している。
④グループのマテリアリティ設定の過程を端的に記載。その際、特に重要な項目が明確に示唆
されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①気候変動緩和として、2030年までのGHG排出量削減ロードマップを策定。それに基づいた取
組みとして、大規模太陽光発電や再生エネルギーの調達、サプライチェーン全体での施策の検
討や、数々の先進的な事例に取組んでいる旨を記載。
②指標と目標について、各アクションプランごとに目標値や実績値が定量的に開示されており、
GHG排出量削減についてはScope3まで言及されている。
③リスクと機会について事業インパクトの評価を定量的に示し、対応策を示している。
④気候変動対応ロードマップに沿った投資の予定を開示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①人材戦略が経営戦略『KV2027』に基づいた戦略であることや、経営戦略と人材戦略の関係
性を、図によって端的に記載している。
②人的資本における現在の姿とあるべき姿のギャップを把握し、人材戦略の課題認識として明
示している。
③「女性経営職比率」等の指標の目標と実績が記載されている。
④人的資本に関する取組みの開示指標として、独自性と比較可能性を考慮した複数の項目を算
出している旨を記載している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①企業の全体戦略とサステナビリティの関わりについて端的に記載されている。
②サステナビリティへの取組みにより、どのように持続的価値創造がなされるかが図を用いて丁寧に説明されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・企業の全体戦略とサ
ステナビリティの関わ
りについて、サステナ
ビリティへの取組みを
根幹とした、CSV経営
を目指していることが
示されている。

・サステナビリティへの取
組みにより、どのように持
続的価値創造がなされるか
が図を用いて丁寧に説明さ
れている。

【キリンホールディングス株式会社】
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③各サステナビリティ関連の委員会や会議の様子を開示している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループCSV委員会やサステナビリティ課題別会
議の開催報告についてWeb上で開示している旨を記
載。
・Web上では、各サステナビリティ関連の委員会や
会議の主な議題や、主な報告・共有内容、実際の様
子を写真付きで、開催の時系列順に示している。

・サステナビリティへの取組みが役員の業績評価と
報酬に反映されている旨を記載。

【キリンホールディングス株式会社】
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④グループのマテリアリティ設定の過程を端的に記載。その際、特に重要な項目が明確に示唆されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループのマテリアリティ設定の過程を端的に記載している。
・マテリアリティの特定において２軸で整理しているが、重要度
の最も高い象限に項目を集中させ過ぎないことで、特に重要な項
目が明確になっているため有用であると考えられる。

【キリンホールディングス株式会社】
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①気候変動緩和として、2030年までのGHG排出量削減ロードマップを策定。それに基づいた取組みとして、大規模
太陽光発電や再生エネルギーの調達、サプライチェーン全体での施策の検討や、数々の先進的な事例に取組んでい
る旨を記載。

▍ (2)気候変動の情報開示

【気候変動・自然資本への対応】※一部抜粋
・気候変動緩和として、2030

年までのGHG排出量削減ロー
ドマップを策定。それに基づ
いて、様々な取組みを実施し
た旨を記載。

・大規模太陽光発電を国内外
の拠点に設置。
・国内外の拠点で調達再生可
能エネルギー比率100%を達成
した旨を記載。

・主要なサプライヤーからのア
ンケートより、バリューチェー
ン全体でGHG削減を進める施策
を協同検討している旨を記載。

・再生型農業の知見獲得と推進に向けたレインフォ
レスト・アライアンスとの共同施策や、自社管理ブ
ドウ園での取組み、TNFDとの共同での取組みなど、
先進的な事例が示されており、そうした事例が各所
で紹介されている旨を記載。 Point!

【キリンホールディングス株式会社】
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②指標と目標について、各アクションプランごとに目標値や実績値が定量的に開示されており、GHG排出量削減につい
ては、Scope3まで言及されている。

▍ (2)気候変動の情報開示

・指標と目標が定量的に示されており、GHG排出量についてはScope3まで言及して
いる。
・指標と目標についてより詳しい内容をWeb上に開示している旨を記載。そこには、
マテリアリティをさらに細分化したテーマとそれに対するアクションプラン、取り
組む会社/部門が記載され、目標値や実績値（2年分）が定量的に開示されている。

【キリンホールディングス株式会社】



39

③リスクだけでなく、機会についても事業インパクトの評価を定量的に示し、対応策を示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・リスクだけでなく、機会についても事業インパク
トの評価を定量的に示し、対応策を示している。
・TCFD新ガイダンスが求めるアセットに対する気
候変動の影響分析について、結果を示している。

【キリンホールディングス株式会社】
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④気候変動対応ロードマップに沿った投資の予定を開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・施策の推進・継続には、適切なリ
ソース配分が必要であるが、気候変
動対応ロードマップに沿った投資の
予定を開示している。

【キリンホールディングス株式会社】
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①人材戦略が経営戦略『KV2027』に基づいた戦略であることや、経営戦略と人材戦略の関係性を、図によって端
的に記載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・人材戦略が経営戦略『KV2027』に基づい
た戦略であることや、経営戦略と人材戦略の
関係性を、図によって端的に記載している。

【キリンホールディングス株式会社】
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②人的資本における現在の姿とあるべき姿のギャップを把握し、人材戦略の課題認識として明示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・人的資本における現在の姿とあるべき姿のギャッ
プを把握し、人材戦略の課題認識として明示してい
る。これを踏まえることで、以降の人材戦略の開示
内容について理解しやすくなると思われる。

【キリンホールディングス株式会社】
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③「女性経営職比率」等の指標の目標と実績が記載されている。
④人的資本に関する取組みの開示指標として、独自性と比較可能性を考慮した複数の項目を算出している旨を記
載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・「女性経営職比率」等の指標の目標と実績が記載
されている。
・ここでの記載はないが、人的資本に関する取組み
の開示指標として、独自性と比較可能性を考慮した
複数の項目を用意している旨を記載している。

【キリンホールディングス株式会社】



サントリーホールディングス株式会社
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【サントリーホールディングス株式会社】

気候変動関連等
・グループの製造工場を対象に、水の供給のサステナビリティに関するリスク評価を実施、その結果に基づいて１次選定した拠点に対して個別評価を行い、
リスク低減対策の状況把握と進捗管理をしている。
・バリューチェーン上の各拠点の属する流域における自洗環境の保全・再生活動等、水にかかわる取組をグローバルに推進している旨を記載。
-日本：「天然水の森」の活動によって、国内工場で汲み上げる地下水量の2倍以上の水を涵養する面積の森林の整備活動を進めている。
-スペイン：トレド工場の水源であるラヨス川の水質改善を進め、河川周辺の植生回復に向けた活動を開始するための協定をラヨス市と締結。
・水の保全やスチュワードシップをグローバルに推進する国際標準の機関AWSによる認証を3工場で取得、特に九州熊本工場では最高位「Platinum」を
取得した。またAWSと連携協定を締結し、ウォーター・スチュワードシップの浸透に向け、日本企業を先導する立場として啓発活動を推進している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①グループのマテリアリティの１つとして「水」を定め、気候変動とともに特に事業への影響
が大きい項目として、中期目標、長期ビジョンを設定、その内容について端的に示している。
②「水」「気候変動」「容器・包装」の３つの重点分野について、実績値と目標値を定量的に
開示している。特に「水」に関しては、領域を細分化して開示している。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①水の保全・再生に向けてさまざまな取組をグローバルに推進しているだけでなく、自社を超
えて、日本企業全体を先導する立場として貢献している旨が記載されている。
②容器・包装の環境問題に対しては、メカニカルリサイクルの推進に加え、GHG排出量を低減
する世界初の「FtoPダイレクトリサイクル技術」を開発する等の技術革新に取り組んでいる旨
を記載。
③原料の安定調達のために、原料由来のGHG排出量削減や気候変動の緩和・適応効果が期待さ
れる再生農業を農家等と連携して試験的に実施している旨を記載。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①人材育成や社内環境整備に関しては、サントリーリーダーシップ考動項目や「DEI Vision 
Statement」「Strategic Pillars」などグループとしての考え方・方針を明確にし、それに
従って取組を推進・実行している旨が示されている。
②人的資本に関する取組みは独自性が高いため、その進捗をモニタリングする指標について開
示することが有用である。
③人的資本への取組にとって重要な要素を指標に設定し、その実績値や目標値について定量的
に開示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①グループのマテリアリティの１つとして「水」を定め、気候変動とともに特に事業への影響が大きい項目として、中期
目標、長期ビジョンを設定、その内容について端的に示している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループのマテリアリティの１つとして「水」
を定め、気候変動とともに特に事業への影響が大
きい項目として、中期目標、長期ビジョンを設定、
その内容について端的に示している。

【サントリーホールディングス株式会社】



48

②「水」「気候変動」「容器・包装」の３つの重点分野について、実績値と目標値を定量的に開示している。特に
「水」に関しては、領域を細分化して開示している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

【サントリーホールディングス株式会社】

・「水」「気候変動」「容器・包装」の
３つの重点分野について、実績値と目標
値を定量的に開示している。特に「水」
に関しては、領域を細分化して開示して
いる。
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①水の保全・再生に向けてさまざまな取組をグローバルに推進しているだけでなく、自社を超えて、日本企業全体を
先導する立場として貢献している旨が記載されている。

▍ (2)気候変動の情報開示

【サントリーホールディングス株式会社】

・グループの製造工場を対象に、水の供給の
サステナビリティに関するリスク評価を実施、
その結果に基づいて１次選定した拠点に対し
て個別評価を行い、リスク低減対策の状況把
握と進捗管理をしている。

・バリューチェーン上の各拠点の属する流域に
おける自洗環境の保全・再生活動等、水にかか
わる取組をグローバルに推進している旨を記載。
-日本：「天然水の森」の活動によって、国内
工場で汲み上げる地下水量の2倍以上の水を涵
養する面積の森林の整備活動を進めている。
-スペイン：トレド工場の水源であるラヨス川
の水質改善を進め、河川周辺の植生回復に向け
た活動を開始するための協定をラヨス市と締結。

・水の保全やスチュワードシップをグローバル
に推進する国際標準の機関AWSによる認証を3

工場で取得、特に九州熊本工場では最高位
「Platinum」を取得した。またAWSと連携協定
を締結し、ウォーター・スチュワードシップの
浸透に向け、日本企業を先導する立場として啓
発活動を推進している。

Point!

Point!

Point!
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②容器・包装の環境問題に対しては、メカニカルリサイクルの推進に加え、GHG排出量を低減する世界初の「FtoP
ダイレクトリサイクル技術」を開発する等の技術革新に取り組んでいる旨を記載。
③原料の安定調達のために、原料由来のGHG排出量削減や気候変動の緩和・適応効果が期待される再生農
業を農家等と連携して試験的に実施している旨を記載。

▍ (2)気候変動の情報開示

【サントリーホールディングス株式会社】

・容器・包装の環境問題に対しては、メカ
ニカルリサイクルの推進に加え、GHG排出
量を低減する世界初の「FtoPダイレクトリ
サイクル技術」を開発する等の技術革新に
取り組んでいる旨を記載。

・原料の安定調達のために、原料産地別に
気候変動による将来収量予測等の影響評価
を行い、戦略を策定し、原料由来のGHG排
出量削減や気候変動の緩和・適応効果が期
待される再生農業を農家等と連携して試験
的に実施している旨を記載。
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①人材育成や社内環境整備に関しては、サントリーリーダーシップ考動項目や「DEI Vision Statement」
「Strategic Pillars」などグループとしての考え方・方針を明確にし、それに従って取組を推進・実行している旨が示
されている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【サントリーホールディングス株式会社】

・人材育成や社内環境整備に関しては、サント
リーリーダーシップ考動項目や「DEI Vision 

Statement」「Strategic Pillars」などグループと
しての考え方・方針を明確にし、それに従って
取組を推進・実行している旨が示されている。



52

②人的資本に関する取組みは独自性が高いため、その進捗をモニタリングする指標について開示することが有用で
ある。
③人的資本への取組にとって重要な要素を指標に設定し、その実績値や目標値について定量的に開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【サントリーホールディングス株式会社】

・人的資本に関する取組みは独自性
が高いため、その進捗をモニタリン
グする指標について開示することが
有用である。
・グループの人的資本への取組に
とって重要な要素を指標に設定し、
その実績値や目標値について定量的
に開示している。
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②人的資本に関する取組みは独自性が高いため、その進捗をモニタリングする指標について開示することが有用で
ある。
③人的資本への取組にとって重要な要素を指標に設定し、その実績値や目標値について定量的に開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【サントリーホールディングス株式会社】

・人的資本に関する取組みは独自性
が高いため、その進捗をモニタリン
グする指標について開示することが
有用である。
・グループの人的資本への取組に
とって重要な要素を指標に設定し、
その実績値や目標値について定量的
に開示している。



味の素株式会社
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【味の素株式会社】

気候変動関連等
・シナリオ分析の結果を踏まえ、投資計画や新たな事業戦略の策定、資金調達に取り組む旨を記載。
・資金調達に関しては、サステナビリティへの取組に向けてサステナブルファイナンスを積極活用している旨が記され、資金使途を含め、その内容について、詳
細に開示されている。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①グループの経営方針とサステナビリティの関わりについて、事業と通じた社会価値と経済価
値の共創（Ajinomoto Group Creating Shared Value）が経営の背景にあることが示されて
いる。
②サステナビリティが価値創造にどのように貢献するかが図によって示されている。
③サステナビリティ目標について、水リスクや生物多様性に関連する内容を含め、それぞれの
課題の指標が示され、目標が数値で示されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析に行うにあたっての前提条件や想定期間が明示され、リスクと機会の事業イン
パクト、潜在的な財務影響（リスクのみ）、対応策が開示されている。
②資金調達に関しては、サステナビリティへの取組に向けてサステナブルファイナンスを積極
活用している旨が記され、資金使途を含め、その内容について、詳細に開示されている。
③GHG排出量削減についての目標および実績について、Scope1,2とScope3それぞれについて、
定量的に開示し、実績については複数年にわたって開示している。
④生物多様性に関する課題の重要性を認識し、自社グループの調達原料の一部に関して、LEAP

アプローチで分析し、リスク・機会の評価を示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①人財領域における課題や強化すべき点を認識し、解決に向けて「4つの”つなげる”戦略」を
展開することでイノベーションの共創を図っている旨を記載。さらに、その施策への投資実績
や、今後の投資額についても言及している。
②経営戦略の基盤であるASV実現に対して、人財戦略がどのように寄与し、価値創造に寄与し
ているかが示されている。
③自社の独自性の高い取組みをモニタリングするために、独自の従業員エンゲージメントスコ
アを算出、その実績や目標について開示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①グループの経営方針とサステナビリティの関わりについて、事業と通じた社会価値と経済価値の共創
（Ajinomoto Group Creating Shared Value）が経営の背景にあることが示されている。
②サステナビリティが価値創造にどのように貢献するかが図によって示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループの経営方針とサステナビリティの関わりについて、事
業と通じた社会価値と経済価値の共創（Ajinomoto Group 

Creating Shared Value）が経営の背景にあることが示されている。
・サステナビリティが価値創造にどのように貢献するかが図に
よって示されている。

【味の素株式会社】
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③サステナビリティ目標について、水リスクや生物多様性に関連する内容を含め、それぞれの課題の指標が示され、
目標が数値で示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティ目標について、水リス
クや生物多様性に関連する内容を含め、そ
れぞれの課題の指標が示され、目標が数値
で示されている。

【味の素株式会社】
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①シナリオ分析に行うにあたっての前提条件や想定期間が明示され、リスクと機会の事業インパクト、潜在的な財務
影響（リスクのみ）、対応策が開示されている。

▍ (2)気候変動の情報開示

【味の素株式会社】

・シナリオ分析のするにあたって
の前提条件や、想定期間について
明示している。

・シナリオ分析の結果を、リスクと
機会のインパクト、潜在的な財務影
響（リスクのみ）、対応策という項
目ごとに整理して示している。

シナリオ分析（一部抜粋）
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②サステナブルファイナンスを積極活用している旨が記され、
資金使途を含め、その内容について、詳細に開示されている。

▍ (2)気候変動の情報開示

【味の素株式会社】

・シナリオ分析の結果を踏まえ、
投資計画や新たな事業戦略の策定、
資金調達に取り組む旨を記載。

・下部の遷移先Webサイトでは、グループがサス
テナビリティへの取組に対して、サステナブル
ファイナンスを積極活用している旨が記され、資
金使途を含め、その内容について、詳細に開示さ
れている。

サステナブルファイナンス（一部抜粋）

Point!
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③GHG排出量削減についての目標および実績について、Scope1,2とScope3それぞれについて、定量的に開示
し、実績については複数年にわたって開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【味の素株式会社】

・GHG排出量削減についての目標および
実績について、Scope1,2とScope3それ
ぞれについて、定量的に開示し、実績に
ついては複数年にわたって開示している。
・GHG排出量の大幅削減の原因について
具体的に明らかにしている。
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④生物多様性に関する課題の重要性を認識し、自社グループの調達原料の一部に関して、LEAPアプローチで分
析し、リスク・機会の評価を示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【味の素株式会社】

・生物多様性に関する課題の重要性を認識し、自
社グループの調達原料の一部に関して、LEAPアプ
ローチで分析し、リスク・機会の評価を示してい
る。
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①人財領域における課題や強化すべき点を認識し、解決に向けて「4つの”つなげる”戦略」を展開することでイノ
ベーションの共創を図っている旨を記載。さらに、その施策への投資実績や、今後の投資額についても言及している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【味の素株式会社】

・グループが導入しているグローバル人財マ
ネジメントシステムについて、体制図や役割
などを文章と図で示している。 ・人財領域における課題や強化すべき点を認識し、解決に

向けて「4つの”つなげる”戦略」を展開することでイノ
ベーションの共創を図っている旨を記載。さらに、その施
策への投資実績や、今後の投資額についても言及している。
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②経営戦略の基盤であるASV実現に対して、人財戦略がどのように寄与し、価値創造に寄与しているかが示され
ている。
③自社の独自性の高い取組みをモニタリングするために、独自の従業員エンゲージメントスコアを算出、その実績や
目標について開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【味の素株式会社】

・ASV実現の最重要基盤である、会社と人材の”志”をつな
げることを達成するために様々な取組みを行っている。
さらにその進捗を測定するために、独自の従業員エン
ゲージメントスコアを算出、その実績や目標について開
示している。
・独自のKPIが業績と関連性があることを分析を通じて明
らかにしている。

・経営戦略の基盤であるASV実現に対して、人財戦
略がどのように寄与し、価値創造に寄与しているか
が示されている。
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③自社の独自性の高い取組みをモニタリングするために、独自の従業員エンゲージメントスコアを算出、その実績や
目標について開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【味の素株式会社】

・自社の独自性の高い取組みをモニタ
リングするために、独自の従業員エン
ゲージメントスコアを算出、その実績
や目標について開示している。



明治ホールディングス株式会社
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【明治ホールディングス株式会社】

気候変動関連等
・主要原材料の１つである牛乳について、ライフサイクル全体でのカーボンフットプリントを算定し、その結果上流部分で全体のGHG排出量の90%以上を占
めていることを明らかにした。この発見から、生産者やサプライヤーと連携してGHG排出量削減に取り組む必要性を認識し、他社とも連携して、GHG排出量
削減を組み込んだビジネスモデルを構築した。
・カカオ豆のような自然資本は、自然への依存度が高く、地域をどのようにマネジメントするかが重要になる。そのため、拠点ごとに評価することが有用である。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①サステナビリティの取組み達成の度合いを組み込んだ明治ROESGという独自の指標を取り
入れており、その指標は役員報酬と連動している旨を記載。
②グループのマテリアリティに紐づくサステナビリティ課題それぞれについて、指標（KPI）
が設定され、その実績値と目標値が定量的に開示されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析にあたっての、前提条件や想定期間を示し、影響額を定量的に示している。ま
た、主要インパクトについては、その影響の詳細な内訳についても定量的に記載している。
②CO2排出量削減に関して、Scope1,2,3のすべてに関して中長期的な移行計画を策定しており、
その内容について図を用いて端的に記載している。
③主要原材料の１つである牛乳のライフサイクル上でのGHG排出量削減を目指す取組みについ
て、文章、図、定量的なデータを用いて具体的に示している。
④カカオ豆のような自然資本は、自然への依存度が高く、地域をどのようにマネジメントする
かが重要になる。そのため、拠点ごとに評価することが有用である。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①従業員の成長とキャリア開発について、能力開発体系が入社時から管理職まで整備されてお
り、また内容についても豊富であることが示され、会社が積極的に関わっていこうとする様子
がうかがえる。
②綿密な「健康経営戦略マップ」のもと、従業員の健康の維持・増進に戦略的に投資すること
で、生産性の最大化・組織活性化を図っている。
③人財戦略に関する指標と目標については、実績値と目標値を定量的に示すだけではなく、時
系列で目標を定め、何を目指して推進していくべきかがわかりやすく示されている。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①経営戦略とサステナビリティの関連性について、サステナビリティの取組み達成の度合いを組み込んだ明治
ROESGという独自の指標を取り入れており、その指標は役員報酬と連動している旨を記載。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・経営戦略とサステナビリティの関
連性について、中期経営計画に従来
の目標指標に加え、サステナビリ
ティの取組み達成の度合いを組み込
んだ明治ROESGという独自の指標を
取り入れている旨を記載。さらに、
その指標は役員報酬と連動しており、
実効性を担保している。

【明治ホールディングス株式会社】
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②グループのマテリアリティに紐づくサステナビリティ課題それぞれについて、指標（KPI）が設定され、その実績値と目
標値が定量的に開示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループのマテリアリティに紐づ
くサステナビリティ課題それぞれに
ついて、指標（KPI）が設定され、
その実績値と目標値が定量的に開示
されている。

【明治ホールディングス株式会社】

指標と目標（実績含む）より一部抜粋

・サステナビリティ課題として、水
資源の確保を定めている。
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①シナリオ分析にあたっての、前提条件や想定期間を示し、影響額を定量的に示している。また、主要インパクトに
ついては、その影響の詳細な内訳についても定量的に記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【明治ホールディングス株式会社】

・シナリオ分析にあたっての、前提条件や想定

期間を示し、影響額を定量的に示している。ま
た、主要インパクトについては、その影響の詳
細な内訳についても定量的に記載している。



70

②CO2排出量削減に関して、Scope1,2,3のすべてに関して中長期的な移行計画を策定しており、その内容につ
いて図を用いて端的に記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【明治ホールディングス株式会社】

・CO2排出量削減に関して、Scope1,2,3のすべてに
関して中長期的な移行計画を策定しており、その
内容について図を用いて端的に記載している。
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③主要原材料の１つである牛乳のライフサイクル上でのGHG排出量削減を目指す取組みについて、文章、図、定
量的なデータを用いて具体的に示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【明治ホールディングス株式会社】

・主要原材料の１つである牛乳について、ライフサイクル全体
でのカーボンフットプリントを算定し、その結果上流部分で全
体のGHG排出量の90%以上を占めていることを明らかにした。
この発見から、生産者やサプライヤーと連携してGHG排出量削
減に取り組む必要性を認識し、他社とも連携して、GHG排出量
削減を組み込んだビジネスモデルを構築した。

・容器包装材料の使用量削減について、具体的な対応策ととも
に、そうした対応によってプラスチック使用量がどのように推
移したのか、そして目標値を定量的に開示している。
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④カカオ豆のような自然資本は、自然への依存度が高く、地域をどのようにマネジメントするかが重要になる。そのた
め、拠点ごとに評価することが有用である。

▍ (2)気候変動の情報開示

【明治ホールディングス株式会社】

・カカオ豆のような自然資本は、
自然への依存度が高く、地域をど
のようにマネジメントするかが重
要になる。そのため、拠点ごとに
評価することが有用である。

・気候変動によるリスクと
機会のそれぞれの項目につ
いてKPIと進捗を定量的に開
示している。
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①従業員の成長とキャリア開発について、能力開発体系が入社時から管理職まで整備されており、また内容につい
ても豊富であることが示され、会社が積極的に関わっていこうとする様子がうかがえる。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【明治ホールディングス株式会社】

・従業員の成長とキャリア開発について、能力開発体系が入
社時から管理職まで整備されており、また内容についても豊
富であることが示され、会社が積極的に関わっていこうとす
る様子がうかがえる。
・従業員の研修受講実績について定量的に開示されている。
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②綿密な「健康経営戦略マップ」のもと、従業員の健康の維持・増進に戦略的に投資することで、生産性の最大
化・組織活性化を図っている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【明治ホールディングス株式会社】

・綿密な「健康経営戦略マップ」のもと、
従業員の健康の維持・増進に戦略的に投
資することで、生産性の最大化・組織活
性化を図っている点は、グループスロー
ガン「健康にアイデアを」を体現する企
業グループとしてふさわしい、独自性の
高い取組みである。
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③人財戦略に関する指標と目標については、実績値と目標値を定量的に示すだけではなく、時系列で目標を定め、
何を目指して推進していくべきかがわかりやすく示されている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【明治ホールディングス株式会社】

・人財戦略に関する指標と目標につ
いては、実績値と目標値を定量的に
示すだけではなく、時系列でどのよ
うな目標を定め、どのように推進し
ていくかがわかりやすく示されてい
る。



日清食品ホールディングス株式会社
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【日清食品ホールディングス株式会社】

気候変動関連等
・自然資本を扱う企業として、自社製品の原材料調達に、気候変動、水リスク、生物多様性がどのように影響するか
を評価している。
・自然資本は地域をどのようにリスクマネジメントするかが重要であり、拠点ごとの評価が有用である。また、優先すべき
拠点を特定するにあたり、調達戦略との整合性も考慮にいれた評価をしている。
・グループの取り組むESG活動と企業価値との関連性について、学術的に信頼度の高い手法を用いて分析し、ESG
活動と企業価値向上との間に密接な関係性があることを、定量的に、また図も用いてわかりやすく示している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①企業の全体戦略とサステナビリティの関わりについて、CSV経営を基盤とする中長期成長ス
トーリーを発表し、財務KPIとともに、サステナビリティに関する非財務KPIを掲げている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①自然資本を扱う企業として、自社製品の原材料調達に、気候変動、水リスク、生物多様性が
どのように影響するかを評価している。
②自然資本は地域をどのようにリスクマネジメントするかが重要であり、拠点ごとの評価が有
用である。
③グループの取り組むESG活動と企業価値との関連性について、学術的に信頼度の高い手法を
用いて分析し、ESG活動と企業価値向上との間に密接な関係性があることを、定量的に、また
図も用いてわかりやすく示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①社員がハングリーかつ自律的にキャリア形成するのを後押しする環境を充実させている。
②女性活躍推進の1つの施策として「スポンサープログラム」という独自の取り組みを実施し
ており、着実に登用実績につながっている旨を記載している。
③独自性の高い取組みについては、その進捗を測定するためのKPIを設定し、定量的に開示す
ることが有用である。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①企業の全体戦略とサステナビリティの関わりについて、CSV経営を基盤とする中長期成長ストーリーを発表し、財
務KPIとともに、サステナビリティに関する非財務KPIを掲げている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・企業の全体戦略とサステナビリ
ティの関わりについて、グループの
Mission, Vision, Valueに基づくCSV経
営を基盤とする中長期成長ストー
リーを発表し、財務KPIとともに、
サステナビリティに関する非財務
KPIを掲げている。

【日清食品ホールディングス株式会社】
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①自然資本を扱う企業として、自社製品の原材料調達に、気候変動、水リスク、生物多様性がどのように影響す
るかを評価している。
②自然資本は、地域をどのようにリスクマネジメントするかが重要であり、拠点ごとの評価が有用である。

▍ (2)気候変動の情報開示

・自然資本を扱う企業として、自社
製品の原材料調達に、気候変動、水
リスク、生物多様性がどのように影
響するかを評価している。

【日清食品ホールディングス株式会社】

・自然資本は地域をどのようにリス
クマネジメントするかが重要であり、
拠点ごとの評価が有用である。
・優先すべき拠点を特定するにあた
り、調達戦略との整合性も考慮にい
れた評価をしている。

Point!

Point!
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③グループの取り組むESG活動と企業価値との関連性について、学術的に信頼度の高い手法を用いて分析し、
ESG活動と企業価値向上との間に密接な関係性があることを、定量的に、また図も用いてわかりやすく示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【日清食品ホールディングス株式会社】

・グループの取り組むESG活動と企
業価値との関連性について、学術的
に信頼度の高い手法を用いて分析し、
ESG活動と企業価値向上との間に密
接な関係性があることを、定量的に、
また図も用いてわかりやすく示して
いる。

Point!
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①社員がハングリーかつ自律的にキャリア形成するのを後押しする環境を充実させている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【日清食品ホールディングス株式会社】

・社員のキャリア形成については、個々人がハング
リーかつ自律的にチャレンジするのを後押しするとい
う考えのもと、オフライン/オンラインでいつでもどこ
でもアクセスできる学習環境を整え、人事制度や公募
制度を活性化させている。
・また、グローバル経営人材に関しても、計画的に輩
出でキス仕組みづくりを推進している旨を記載。
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②女性活躍推進の1つの施策として「スポンサープログラム」という独自の取り組みを実施しており、着実に登用実績
につながっている旨を記載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【日清食品ホールディングス株式会社】

・女性活躍推進の1つの施策として「スポンサープログ
ラム」という独自の取り組みを実施している。このプ
ログラムは、各役員が「スポンサー」となって、自ら
選抜した「スポンシー」の上位等級への登用を目指し、
育成に積極的に関わるというプログラムで、着実に登
用実績につながっている。
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③独自性の高い取組みについては、その進捗を測定するためのKPIを設定し、定量的に開示することが有用である。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【日清食品ホールディングス株式会社】

・独自性の高い取組みについては、その進捗を測定す
るためのKPIを設定し、定量的に開示することが有用で
ある。



日本ハム株式会社
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【日本ハム株式会社】

気候変動関連等
・プラスチック使用量の削減を通したCO2排出量の削減に取り組んでいる
旨を記載し、具体的な取組みとその結果について写真を用いて示している。
・たんぱく質に重点を置く会社として、マテリアリティでも「たんぱく質の安
定調達・供給」という他社には見られない独自のものを特定している。
シナリオ分析の結果、新たんぱく質市場の拡大を機会と特定し、
引き続き独自の製品開発に取り組んでいくことを、写真を用いて示している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①中期経営計画２０２６において、事業戦略とサステナビリティ戦略を両輪で進めることで、
事業価値向上と社会価値向上を同時達成し、企業価値の最大化を目指すことが文章と図を用い
て示されている。
②たんぱく質に重点を置く会社として、マテリアリティでも「たんぱく質の安定調達・供給」
という他社には見られない独自のものを特定している。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析で特定されたリスクのうち、自然資本や水リスクについては拠点ごとの評価も
行い、地域に合わせた対応を示している。
②プラスチック使用量の削減を通したCO2排出量の削減に取り組んでいる旨を記載し、具体的
な取組みとその結果について実際の商品写真を用いて示している。
③マテリアリティの1つであるたんぱく質については、シナリオ分析の結果を踏まえ、独自の
製品開発に取り組んでいることを、写真を用いて示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示
①人的資本が社会価値と事業価値向上の同時達成という経営戦略ひいては価値創造の原動力で
あることを図を用いて示している。
②重視する施策について、測定指標を示し、実績値と目標値を定量的に開示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①中期経営計画２０２６において、事業戦略とサステナビリティ戦略を両輪で進めることで、事業価値向上と社
会価値向上を同時達成し、企業価値の最大化を目指すことが文章と図を用いて示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・中期経営計画２０２６において、
事業戦略とサステナビリティ戦略を
両輪で進めることで、事業価値向上
と社会価値向上を同時達成し、企業
価値の最大化を目指すことが文章と
図を用いて示されている。

【日本ハム株式会社】
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②たんぱく質に重点を置く会社として、マテリアリティでも「たんぱく質の安定調達・供給」という他社には見られない独
自のものを特定している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・たんぱく質に重点を置く会社として、
マテリアリティでも「たんぱく質の安定
調達・供給」という他社には見られない
独自のものを特定している。

【日本ハム株式会社】



88

①シナリオ分析で特定されたリスクのうち、自然資本や水リスクについては拠点ごとの評価も行い、地域に合わせた対
応を示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【日本ハム株式会社】

・シナリオ分析を
するにあたっての、
想定期間や前提、
リスクと機会の財
務インパクトや対
応状況を開示して
いる。

シナリオ分析結果一部抜粋

・特定されたリス
クのうち、自然資
本や水リスクにつ
いては、さらに拠
点ごとの評価も行
い、地域に合わせ
た対応策を示して
いる。
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②プラスチック使用量の削減を通したCO2排出量の削減に取り組んでいる旨を記載し、具体的な取組みとその結
果について実際の商品写真を用いて示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【日本ハム株式会社】

・プラスチック使用量の削減を通
したCO2排出量の削減に取り組ん
でいる旨を記載し、具体的な取組
みとその結果について写真を用い
て示している。

Point!



90

③マテリアリティの1つであるたんぱく質については、シナリオ分析の結果を踏まえ、独自の製品開発に取り組んでいる
ことを、写真を用いて示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【日本ハム株式会社】

・マテリアリティの1つであるた
んぱく質については、シナリオ分
析の結果を踏まえ、独自の製品開
発に取り組んでいることを、写真
を用いて示している。 Point!
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①人的資本が社会価値と事業価値向上の同時達成という経営戦略ひいては価値創造の原動力であることを図を
用いて示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【日本ハム株式会社】

・人的資本が社会価値と事業価値向上
の同時達成という経営戦略ひいては価
値創造の原動力であることを図を用い
て示している。また、人的資本の最大
化が「個の成長」「組織の成長」「ダ
イバーシティ・エクイティ＆インク
ルージョン」の3本柱からなっている
ことを示している。
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②重視する施策について、測定指標を示し、実績値と目標値を定量的に開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【日本ハム株式会社】

・重視する施策について、測定
指標を示し、実績値と目標値を
定量的に開示している。



カゴメ株式会社
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【カゴメ株式会社】

気候変動関連等
・CO2排出量削減の施策の１つとして、原材料や共同出資の八ヶ岳みらい菜園からの植物性残渣を再生可能エネルギーとして利用
している。
・他社と連携したAIを使ったサービスを開発・提供することで、水使用量を削減し、持続可能な農業を普及させることに貢献している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①サステナビリティ委員会の活動について、開催の時系列順にそのときの討議内容を開示した
り、活動の様子を写真付きで報告するなど透明性の高い開示をしている。
②マテリアリティの特定プロセスを示し、特定したマテリアリティについてSDGsの項目とも
関連付けて端的に記載している。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①温室効果ガス排出量の情報開示については、Scope3まで定量的に開示している。さらに信頼
性の高い情報開示を目指して第三者による認証や検証を重視しており、その詳細について公開
している。
②水リスクを拠点ごとにマネジメントしており、優先拠点を特定、リスクへの対策を推進して
いる旨を記載している。また調査手法についても開示している。
③他社と連携したAIを使ったサービスを開発・提供することで、水使用量を削減し、持続可能
な農業を普及させることに貢献している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①グループのありたい姿に対して、人材戦略がどのように貢献するのかについて、図を用いて
端的に説明している。
②人材戦略の目標である働きがいの向上を測定する指標を開示し、実績や目標について定量的
に開示している。

(4) その他の情報開示

①自社のCSR調達方針だけでなく、サプライヤーに対してもCSR行動指針を制定し、第三者機
関による監査を行うなど、実効性の高いCSR調達活動に取り組んでいる。
②自社製品の特性（自然の恵みを原材料としていること）にとってのサプライチェーンの重要
性を理解し、それを途切れさせないような工夫をしている旨を記載。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①サステナビリティ委員会の活動について、開催の時系列順にそのときの討議内容を開示したり、活動の様子を写
真付きで報告するなど透明性の高い開示をしている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティに関する全
般的なガバナンス体制について、
図を用いて端的に示している。

【カゴメ株式会社】

・サステナビリティ委員会における議題
について、開催の時系列順にその討議内
容を明らかにしている。

・サステナビリティ委員会（分科会）の
活動の様子を写真付きで報告している。
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②マテリアリティの特定プロセスを示し、特定したマテリアリティについてSDGsの項目とも関連付けて端的に記載して
いる。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

【カゴメ株式会社】

・マテリアリティの特定プロセスについ
て示されている。
・マテリアリティを柔軟に見直す姿勢が
見受けられる。

・特定した7つのマテリアリティについ
て、各項目の目指す姿とそれに向けた主
な取組みをまとめ、SDGsの項目と関連付
けた表として端的に記載している。
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①温室効果ガス排出量の情報開示については、Scope3まで定量的に開示している。さらに信頼性の高い情報開
示を目指して第三者による認証や検証を重視しており、その詳細について公開している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【カゴメ株式会社】

・温室効果ガス排出量の目標と実績について、Scope1、2から
Scope3まで定量的に開示している。
・温室効果ガス排出量の情報開示について第三者による認証
や検証を重視しており、Web上ではその結果について公開し
ている。

・CO2排出量削減の施策の１つとして、原材料や共同出資の
八ヶ岳みらい菜園からの植物性残渣を再生可能エネルギーと
して利用している。

Point!
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②水リスクを拠点ごとにマネジメントしており、優先拠点を特定、リスクへの対策を推進している旨を記載している。ま
た調査手法についても開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【カゴメ株式会社】

・水資源について、保全のための方針を定めている。
・水リスクを拠点ごとにマネジメントしており、優先すべき
拠点を特定、リスクへの対策を推進している旨を記載してい
る。また調査手法についても開示している。
・水資源に対するマネジメントについても、第三者から最高
の評価を受けている旨を記載している。
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③他社と連携したAIを使ったサービスを開発・提供することで、水使用量を削減し、持続可能な農業を普及させる
ことに貢献している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【カゴメ株式会社】

・生物多様性の保全のための方針を定
めている。
・他社と連携したAIを使ったサービスを
開発・提供することで、水使用量を削
減し、持続可能な農業を普及させるこ
とに貢献している。

・生物多様性保全の施策として、「生
きものと共生する農場」を設置し、モ
ニタリング調査や、共生に向けた仕掛
けの設置・改善を行っている。

Point!
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①グループのありたい姿に対して、人材戦略がどのように貢献するのかについて、図を用いて端的に説明している。
②人材戦略の目標である働きがいの向上を測定する指標を開示し、実績や目標について定量的に開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【カゴメ株式会社】

・グループのありたい姿に対して、人
材戦略がどのように貢献するのかにつ
いて、図を用いて端的に説明している。
・人材戦略は働きがいの向上を目標と
して、人材開発、多様な人材集団、働
き方の進化の3つの柱となる施策、基
盤となる人権の尊重・健康経営を置い
ていることが特徴。
・人材戦略の目標である働きがいの向
上を測定する指標を開示し、実績や目
標について定量的に開示している。
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①自社のCSR調達方針だけでなく、サプライヤーに対してもCSR行動指針を制定し、第三者機関による監査を行う
など、実効性の高いCSR調達活動に取り組んでいる。

▍ (4)その他の情報開示（人権）

【カゴメ株式会社】

・CSR調達方針を定め、法令・倫理の
遵守や人権・労働、環境へ配慮した
調達活動を自社で進めている。
・自社だけでなく、サプライヤーに
対してもCSR行動指針を制定し、さら
に、第三者機関を用いて、サプライ
ヤーが行動指針に反する重大な行為
をしていないかを監査するなど、CSR

調達活動の実効性を高めている。
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②自社製品の特性（自然の恵みを原材料としていること）にとってのサプライチェーンの重要性を理解し、それを途
切れさせないような工夫をしている旨を記載。

▍ (4)その他の情報開示（持続可能なサプライチェーンの構築）

【カゴメ株式会社】

・自社製品の特性（自然の恵みを原
材料としていること）にとってのサ
プライチェーンの重要性を理解し、
それを途切れさせないような工夫を
している旨を記載している。



三菱食品株式会社
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【三菱食品株式会社】

人的資本、多様性等
・「次世代食品流通業へチャレンジする自立したプロ人財」の育成という人事
戦略の基本方針があることを示し、そのための制度を整備している旨を記載
している。
・約700ポストの職務記述書を作成し、社員が目指すキャリアとそのために必要なスキル・経験を明確化している。
・管理職相当の専門職として「エキスパート職」を設けて、それぞれの専門領域での活躍を図っている。
・「コーチングプログラム」や「三菱食品経営塾」をはじめとするOff-JTの研修プログラムや、「三菱食品ビジネスカレッジ」という自ら学ぶための教育
機関など、社員が自律的にキャリアを形成していく体制を会社として充実させている旨を記載。
・人的資本の中でも特にデジタル人財の育成に注力している旨を記載。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①会社の全体戦略とサステナビリティの関係が端的に示され、「4つのサステナビリティ重点
課題および7つの2030年目標」の根底にサステナビリティ経営の推進があることを記載。
②各マテリアリティごとに目標が整理され、一部定量的に示されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析において、自社に関係のあるシナリオを反映し、データソースを開示している。
②シナリオ分析において、分析の前提条件を明示している。
③分析結果として財務面に与える影響を定量的に示し、分析の結果を踏まえた対応戦略とロー
ドマップを記載している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①経営戦略と人事戦略がどのように連動しているかを文章と図を用いて記載し、人材基盤の強
化により持続的な成長と企業価値のさらなる向上の実現を目指していることを記載している。
②「次世代食品流通業へチャレンジする自立したプロ人財」の育成という人事戦略の基本方針
があることを示し、そのための制度を整備している旨を記載している。
③約700ポストの職務記述書の作成、新たな役職、研修プログラムや「三菱食品ビジネスカ
レッジ」という教育機関など、社員が自律的にキャリアを形成していく体制を会社として充実
させている旨を記載。
④「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃
金の差異」について実績値で開示。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①会社の全体戦略とサステナビリティの関係が端的に示され、「4つのサステナビリティ重点課題および7つの2030年
目標」の根底にサステナビリティ経営の推進があることを記載。
②各マテリアリティごとに目標が整理され、一部定量的に示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・会社の全体戦略とサステナビリティの
関係が端的に示され、「4つのサステナビ
リティ重点課題および7つの2030年目
標」の根底にサステナビリティ経営の推
進があることを記載。
・各マテリアリティごとに目標が整理さ
れ、一部定量的に示されている。

【三菱食品株式会社】
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①シナリオ分析において、自社に関係のあるシナリオを反映し、データソースを開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・シナリオ分析において、自社に関係のあるシ
ナリオを反映している。
・シナリオ分析において、データソースを開示
している。

【三菱食品株式会社】
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②シナリオ分析において、分析の前提条件を明示している。
③分析結果として財務面に与える影響を定量的に示し、分析の結果を踏まえた対応戦略とロードマップを記載して
いる。

▍ (2)気候変動の情報開示

・シナリオ分析において、分析の前提条件を明
示している。
・分析結果として財務面に与える影響を定量的
に示し、分析の結果を踏まえた対応戦略を記載
している。特にGHG排出量（Scope1・2）につ
いては、ロードマップを付記している。

【三菱食品株式会社】
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①経営戦略と人事戦略がどのように連動しているかを文章と図を用いて記載し、人材基盤の強化により持続的な
成長と企業価値のさらなる向上の実現を目指していることを記載している。
②「次世代食品流通業へチャレンジする自立したプロ人財」の育成という人事戦略の基本方針があることを示し、そ
のための制度を整備している旨を記載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【三菱食品株式会社】

・経営戦略と人事戦略がどのように連動しているかが、文章と図を用いて記載されている。
・企業価値がどのように創出されるかについては、人材基盤の強化により持続的な成長と
企業価値のさらなる向上の実現を目指していることを記載している。

・次世代食品流通業へチャレン
ジする自立したプロ人財を育成
するという人事戦略の基本方針
があることを示し、そのための
制度を整備している旨を記載し
ている点は、後述する実際の取
組みを理解するうえで有用だと
思われる。
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③約700ポストの職務記述書の作成、新たな役職、研修プログラムや「三菱食品ビジネスカレッジ」という教育機関
など、社員が自律的にキャリアを形成していく体制を会社として充実させている旨を記載。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・約700ポストの職務記述書を作成し、社員が目指すキャリ
アとそのために必要なスキル・経験を明確化している。
・管理職相当の専門職として「エキスパート職」を設けて、
それぞれの専門領域での活躍を図っている。

・「コーチングプログラム」や「三菱食品経営塾」をはじめ
とする研修プログラムや、「三菱食品ビジネスカレッジ」と
いう教育を受けられる機会など、社員が自律的にキャリアを
形成していく体制を会社として充実させている旨を記載。

Point!

Point!

・人的資本の中でも特にデジタル人財の育成に注力している
旨を記載。

【三菱食品株式会社】
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④「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の差異」につい
て実績値で開示。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・提出会社と連結子会社の「管理職に占める女性労働者の割
合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金
の差異」について実績値で開示。

【三菱食品株式会社】



株式会社PALTAC
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【株式会社PALTAC】

気候変動関連等
・CO2排出量の定量目標を設定するとともに、推移状況を複数年
にわたって定量的に記載している。
・CO2排出量削減を実現するための取り組み方針を「創る」「買う」
「減らす」という3つに整理して示している。
・「創る」では、太陽光発電システムを設置可能な物流センターの
屋上へ順次設置している旨を記載。
・「買う」では、環境証書の購入や再エネ電力プランへの切り替えによる再エネ電力の調達を計画している。
・「減らす」では、事務所・物流センターにおける節電などの省エネ施策を徹底・拡充させることを進めていく旨を示す。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①マテリアリティを「強みを活かして解決すべき課題」と「解決を通じて自らの強みとすべき
課題」という2つの観点から特定し、SDGsの各項目と関連付けて端的に記載している。
②全般的なガバナンスの体制が文章と図を用いて開示されている。
③リスク管理プロセスが文章と図を用いて示され、特定した「重要なリスク」については、中
期経営計画に織り込んで対応を進めている旨を記載。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析の結果について、事業に影響を及ぼしうるリスクだけでなく、機会についても
示している。
②CO2排出量の定量目標を設定するとともに、推移状況を複数年にわたって定量的に記載して
いる。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①人財についての会社としての考え方を示し、人財の確保や、従業員エンゲージメント向上の
ための具体的な取り組みを記載。
②「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃
金の差異」について、実績を開示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①マテリアリティを「強みを活かして解決すべき課題」と「解決を通じて自らの強みとすべき課題」という2つの観点から
特定し、SDGsの各項目と関連付けて端的に記載している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティを「強みを活かして解
決すべき課題」と「解決を通じて自らの
強みとすべき課題」という2つの観点から
特定し、SDGsの各項目と関連付けて端的
に記載している。

【株式会社PALTAC】



115

②全般的なガバナンスの体制が文章と図を用いて開示されている。
③リスク管理プロセスが文章と図を用いて示され、特定した「重要なリスク」については、中期経営計画に織り込んで
対応を進めている旨を記載。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・全般的なガバナンスの体制が文章
と図を用いて開示されている。

・リスク管理プロセスが文章と図を
用いて示され、特定した「重要なリ
スク」については、中期経営計画に
織り込んで対応を進めている旨を記
載。

【株式会社PALTAC】
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①シナリオ分析の結果について、事業に影響を及ぼしうるリスクだけでなく、機会についても示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・シナリオ分析の結果について、事業
に影響を及ぼしうるリスクだけでなく、
機会についても示し、リスクと機会そ
れぞれの影響度を評価している。

【株式会社PALTAC】
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②CO2排出量の定量目標を設定するとともに、推移状況を複数年にわたって定量的に記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・「創る」では、太陽光発電システムを設置
可能な物流センターの屋上へ順次設置してい
る。
・「買う」では、環境証書の購入や再エネ電
力プランへの切り替えによる再エネ電力の調
達を計画している。
・「減らす」では、事務所・物流センターに
おける節電などの省エネ施策を徹底・拡充さ
せることを進めていく旨を示す。

・CO2排出量の定量目標を設定するとともに、
推移状況を複数年にわたって定量的に記載し
ている。
・CO2排出量削減を実現するための取り組み
方針を「創る」「買う」「減らす」という3

つに整理して示している。

Point!

【株式会社PALTAC】
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①人財についての会社としての考え方を示し、人財の確保や、従業員エンゲージメント向上のための具体的な取り
組みを記載。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・人財についての会社としての考
え方を示し、人財の確保や、従業
員エンゲージメント向上のための
具体的な取り組みを記載。
・エンゲージメントの向上につい
て、スコア化するための準備を進
めており、今後は測定結果に基づ
いて、目標の設定、施策の展開を
進めていく旨を記載。

【株式会社PALTAC】
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②「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の差異」につい
て、実績を開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・「管理職に占める女性労働者の
割合」「男性労働者の育児休業取
得率」「労働者の男女の賃金の差
異」について、実績を開示してい
る。

【株式会社PALTAC】



加藤産業株式会社
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【加藤産業株式会社】

人的資本、多様性等
・提出会社や連結子会社における、「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」
「労働者の男女の賃金の差異」について実績値を開示している。
・女性管理職の実績については、割合だけでなく、人数の開示もしている。
・「女性管理職比率」および「男性育児休業取得率」について2030年までの目標を定量的に記載している。
・従業員の働き方改革を推進するため、在宅勤務、育児短時間勤務、介護短時間勤務、時間単位有給制
度を導入している。
・ワークライフバランスの実現のため、適切な労務管理及び業務分担により過重労働の防止に努めている。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①全般的なガバナンス体制や各組織の役割について、文章と図を用いて、説明されている。
②マテリアリティの特定に関して、「社会がサステナブルであるための重要度」と「当社がサ
ステナブルであるための重要度」という2軸からなる社会課題のマップを用いて特定された旨
が記載。
③マテリアリティの各項目ごとに、目指す姿、指標と具体的な2030年目標が端的に記載され
ている。

(2) 気候変動関連等の情報開示
（記載なし）

(3) 人的資本、多様性等の情報開示
①女性管理職の実績については、割合だけでなく、人数の開示もしている。
②提出会社や連結子会社における、「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児
休業取得率」「労働者の男女の賃金の差異」について実績値を開示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①全般的なガバナンス体制や各組織の役割について、文章と図を用いて、説明されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・全般的なガバナンス体制や各組
織の役割について、文章と図を用
いて、説明されている。

【加藤産業株式会社】
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②マテリアリティの特定に関して、「社会がサステナブルであるための重要度」と「当社がサステナブルであるための重要
度」という2軸からなる社会課題のマップを用いて特定された旨が記載。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティの特定に関して、
「社会がサステナブルであるため
の重要度」と「当社がサステナブ
ルであるための重要度」という2軸
からなる社会課題のマップを用い
て特定された旨が記載。

【加藤産業株式会社】
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③マテリアリティの各項目ごとに、目指す姿、指標と具体的な2030年目標が端的に記載されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティの各項目ごとに、
目指す姿、指標と具体的な2030年
目標が端的に記載されている。

【加藤産業株式会社】
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①女性管理職の実績については、割合だけでなく、人数の開示もしている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・従業員の働き方改革を推進する
ため、在宅勤務、育児短時間勤務、
介護短時間勤務、時間単位有給制
度を導入している。
・ワークライフバランスの実現の
ため、適切な労務管理及び業務分
担により過重労働の防止に努めて
いる。

・女性管理職の実績については、
割合だけでなく、人数の開示もし
ている。

Point!

【加藤産業株式会社】
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②提出会社や連結子会社における、「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」
「労働者の男女の賃金の差異」について実績値を開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・提出会社や連結子会社における、「管
理職に占める女性労働者の割合」「男性
労働者の育児休業取得率」「労働者の男
女の賃金の差異」について実績値を開示
している。

・「女性管理職比率」および「男性育児
休業取得率」について2030年までの目
標を定量的に記載している。

【加藤産業株式会社】



株式会社セブン&アイ・ホールディングス
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【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】

人的資本、多様性等
・従業員のエンゲージメントを可視化するために、「従業員エンゲージメント・カルチャーサーベイ」を毎年１回実施し、「エンゲージメント
向上委員会」が中心となって、調査結果の報告や分析・課題整理を行っている。また、エンゲージメント向上の行動施策を策定し、そ
の実行状況をモニタリングしており、優良な活動事例はグループ内で共有し、相互理解を進めている。
・女性活躍推進のために、数値目標とアクションプランを策定し、グループ各社と全体でPDCAサイクルを回している。また女性管理職
候補者の育成を目的とする「女性エンカレッジメントセミナー」をグループ横断で開催したり、女性執行役員の登用促進に向け「女性
リーダーエンパワーメントセッション」など重点を置いた活動をしている。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①企業の経営とサステナビリティの関わりについて、社会課題の解決と企業価値向上の両立を
基本に積極的に取り組んできた旨を示し、サステナビリティへの取り組みの起点となっている。
②全般的なガバナンス体制について、図を用いて示され、具体的な施策の検討・推進を担う5
つの下部組織については、文章で説明されている。
③マテリアリティの各項目ごとに、リスクと機会、具体的な施策が端的に記載されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示
①シナリオ分析の結果、見出したリスクについて、その事業インパクトを定量的に開示してい
る。
②CO2排出量については、Scope1, 2だけでなく、Scope3についても実績値を開示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①経営戦略と人財戦略は、DX及びグローバル戦略の推進、社会価値と企業価値の両立を追求
するうえで不可分な関係にあること示し、人財戦略の方針を示している。
②「従業員エンゲージメント・カルチャーサーベイ」を実施し、その分析結果からエンゲージ
メント向上の行動施策を策定、その実行状況をモニタリングし、優良な活動事例はグループ内
で共有し、相互理解を進めている。
③女性活躍推進のための数値目標とアクションプランを策定し、グループ各社と全体でPDCA
サイクルを回している。女性管理職候補者の育成や女性執行役員の登用促進に向けた重点的な
施策を実施している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①企業の経営とサステナビリティの関わりについて、社会課題の解決と企業価値向上の両立を基本に積極的に取り
組んできた旨を示し、サステナビリティへの取り組みの起点となっている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・企業の経営とサステナビリティの関わ
りについて、社会課題の解決と企業価値
向上の両立を基本に積極的に取り組んで
きた旨を示し、サステナビリティへの取
り組みの起点となっている。

【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】
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②全般的なガバナンス体制について、図を用いて示され、具体的な施策の検討・推進を担う5つの下部組織につい
ては、文章で説明されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・全般的なガバナンス
体制について、図を用
いて示され、具体的な
施策の検討・推進を担
う5つの下部組織につい
ては、文章で説明され
ている。

【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】
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③マテリアリティの各項目ごとに、リスクと機会、具体的な施策が端的に記載されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティの各項目ごとに、リスクと機会、具体
的な施策が端的に記載されている。

【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】
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①シナリオ分析の結果、見出したリスクについて、その事業インパクトを定量的に開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・シナリオ分析の結果、見出したリス
クについて、その事業インパクトを定
量的に開示している。

【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】
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②指標と目標を複数年にわたって、定量的に記載し、CO2排出量については、Scope1, 2だけでなく、Scope3に
ついても実績値を開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・指標と目標を複数年にわたって、定
量的に記載し、CO2排出量については、
Scope1, 2だけでなく、Scope3につい
ても実績値を開示している。

【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】
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①経営戦略と人財戦略は、DX及びグローバル戦略の推進、社会価値と企業価値の両立を追求するうえで不可
分な関係にあること示し、人財戦略の方針を示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・経営戦略と人財戦略は、DX及びグローバル
戦略の推進、社会価値と企業価値の両立を追
求するうえで不可分な関係にあること示し、
経営戦略の推進と一体となった人財戦略とし
て、人財を社外から求めるだけでなく、グ
ループ内で積極的に育成していく旨を記載。

【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】
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②「従業員エンゲージメント・カルチャーサーベイ」を実施し、その分析結果からエンゲージメント向上の行動施策を策
定、その実行状況をモニタリングし、優良な活動事例はグループ内で共有し、相互理解を進めている。
③女性活躍推進のための数値目標とアクションプランを策定し、グループ各社と全体でPDCAサイクルを回している。
女性管理職候補者の育成や女性執行役員の登用促進に向けた重点的な施策を実施している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・従業員のエンゲージメントを可視化するために、「従業員エン
ゲージメント・カルチャーサーベイ」を毎年１回実施し、「エン
ゲージメント向上委員会」が中心となって、調査結果の報告や分
析・課題整理を行っている。また、エンゲージメント向上の行動施
策を策定し、その実行状況をモニタリングしており、優良な活動事
例はグループ内で共有し、相互理解を進めている。

・女性活躍推進のために、数値目標とアクションプランを策定し、
グループ各社と全体でPDCAサイクルを回している。また女性管理
職候補者の育成を目的とする「女性エンカレッジメントセミナー」
をグループ横断で開催したり、女性執行役員の登用促進に向け「女
性リーダーエンパワーメントセッション」など重点を置いた活動を
している。

Point!

Point!

【株式会社セブン&アイ・ホールディングス】



イオン株式会社
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【イオン株式会社】

人的資本、多様性等
・グループの人財育成や社内環境整備について全体方針を示すことは、全体像を知る上で有用だと考えられる。
・教育に積極投資をしており、実績としてどのくらいの投資をしているかを示している。
・グループ各社のダイバーシティ・エクイティ&インクルージョンのベストプラクティスを、”ダイ満足”アワードにて共有している旨を記載。
・グループ内の障がい者雇用特例子会社アビリティーズジャスコ(株)と連携して、障がい者活躍のためのオンライン研修を月１回で
開催している。
・グループにとって重要な要素を測定するために独自の
KPIを設定し、その結果を定量的に開示している。
・従業員エンゲージメント向上への取り組みの進捗をモニ
タリングする独自の指標について開示している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①グループの基本理念や全体戦略とサステナビリティの関係性を端的に示している。
②マテリアリティの各項目ごとに現在の状況、目標値を定量的に開示している。

(2) 気候変動関連等の情報開示
①マテリアリティを２軸で整理する際に、重要度の最も高い象限に項目を集中させないことで、
重要な項目が明確になり有用であると考えられる。
②特定されたリスクや機会それぞれについて、財務インパクトが一部定量的に開示されている。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①教育に積極投資をしており、実績としてどのくらいの投資をしているかを示している。
②グループ各社のダイバーシティ・エクイティ&インクルージョンのベストプラクティスを、”
ダイ満足”アワードにて共有している旨を記載。
③グループ内の障がい者雇用特例子会社アビリティーズジャスコ(株)と連携して、障がい者活
躍のためのオンライン研修を月１回で開催している。
④グループにとって重要な要素を測定するために独自のKPIを設定し、その結果を定量的に開
示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①グループの基本理念や全体戦略とサステナビリティの関係性を端的に示している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループの基本理念と「イオングループ未来ビ
ジョン」のもと、「持続可能な社会への貢献」と
「グループの成長」を両立させていく旨を示し、
サステナビリティの活動領域を「サステナビリ
ティ コンパス」で示している。

【イオン株式会社】
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②マテリアリティの各項目ごとに現在の状況、目標値を定量的に開示している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティの各項目ごとに指
標と目標年度に加え、現在の状況、
目標値を定量的に開示している。

【イオン株式会社】
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①マテリアリティを２軸で整理する際に、重要度の最も高い象限に項目を集中させないことで、重要な項目が明確
になり有用であると考えられる。

▍ (2)気候変動の情報開示

・シナリオ分析を行うにあたっての前提条件を開
示している。

・マテリアリティを２軸で整理する際に、重要度の最
も高い象限に項目を集中させないことで、重要な項目
が明確になり有用であると考えられる。

【イオン株式会社】
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②特定されたリスクや機会それぞれについて、財務インパクトが一部定量的に開示されている。

▍ (2)気候変動の情報開示

・特定されたリスクや機会それぞれについて、財務イ
ンパクトが一部定量的に開示されている。

【イオン株式会社】
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①教育に積極投資をしており、実績としてどのくらいの投資をしているかを示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・グループの人財育成について全体方針を示
すことは、全体像を知る上で有用だと考えら
れる。

・取り組み内容として、教育に積極投資をし
ており、実績としてどのくらいの投資をして
いるかを示している。

【イオン株式会社】
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②グループ各社のダイバーシティ・エクイティ&インクルージョンのベストプラクティスを、”ダイ満足”アワードにて共有して
いる旨を記載。
③グループ内の障がい者雇用特例子会社アビリティーズジャスコ(株)と連携して、障がい者活躍のためのオンライン
研修を月１回で開催している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・グループ各社のダイバーシティ・エクイティ&インク
ルージョンのベストプラクティスを、”ダイ満足”アワード
にて共有している旨を記載。

・グループ内の障がい者雇用特例子会社アビリティーズ
ジャスコ(株)と連携して、障がい者活躍のためのオンライ
ン研修を月１回で開催している。

Point!

【イオン株式会社】
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④グループにとって重要な要素を測定するために独自のKPIを設定し、その結果を定量的に開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・グループにとって重要な要素を測定するために独自のKPI

を設定し、その結果を定量的に開示している。

・従業員エンゲージメント向上への取り組みの進捗をモニ
タリングする独自の指標について開示している。

【イオン株式会社】
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【株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス】

人的資本、多様性等
・人財育成については、職位職責・所属に合わせ主体的でやりがいを最大化できるキャリアプラン・キャリアパスを
可能とする環境や制度を充実させている。
・女性店長輩出のための研修プログラムや「女性の健康セミナー」、「カレッジ型キャリアアップセミナー」を実施する、
女性の部下をもつマネジメント層に対して、会社の現状を定量的に示した報告書を共有する、女性社員の健康
維持サポートに補助金を出すなど、女性活躍推進に精力的に取り組んでいる。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①全般的なガバナンス体制について、文章と図を用いて、端的に示されている。
②マテリアリティの各項目の具体的な対応策を示し、その一部について、指標・目標と実績を
定量的に開示している。
③目標については、複数年の目標が定量的に示されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示
（記載なし）

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①人財育成については、職位職責・所属に合わせ主体的でやりがいを最大化できるキャリアプ
ラン・キャリアパスを可能とする環境や制度を充実させている。
②女性活躍推進のための取り組みを多数実施した旨を記載している。
③「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の差異」について実績が定量的に開
示されている。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①全般的なガバナンス体制について、文章と図を用いて、端的に示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・全般的なガバナンス体制について、文章と図を
用いて、端的に示されている。
・サステナビリティ関連組織の取締役会報告の内
容が時系列で開示されている。

【株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス】
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②マテリアリティの各項目の具体的な対応策を示し、その一部について、指標・目標と実績を定量的に開示している。
③目標については、複数年の目標が定量的に示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティの各項目の具体的な対応策を示
し、その一部について、指標・目標と実績を定量
的に開示している。

・目標については、複数年の目標が定量的に示さ
れている。

【株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス】
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①人財育成については、職位職責・所属に合わせ主体的でやりがいを最大化できるキャリアプラン・キャリアパスを可
能とする環境や制度を充実させている。
②女性活躍推進のための取り組みを多数実施した旨を記載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・人財育成については、職位職責・所属に合わせ主体的
でやりがいを最大化できるキャリアプラン・キャリアパ
スを可能とする環境や制度を充実させている。

Point!

・女性店長輩出のための研修プログラムや「女性の健康セ
ミナー」、「カレッジ型キャリアアップセミナー」を実施
する、女性の部下をもつマネジメント層に対して、会社の
現状を定量的に示した報告書を共有する、女性社員の健康
維持サポートに補助金を出すなど、女性活躍推進に精力的
に取り組んでいる。

Point!

【株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス】
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③「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の差異」について実績が定量的に開示されている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・「男性労働者の育児休業取得率」「労働者
の男女の賃金の差異」について実績が定量的
に開示されている。

【株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス】
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【株式会社ローソン】

人的資本、多様性等
・社員が自らキャリアパスを描けるようにキャリア開発シートを活用した
面談を実施している旨とその実績について開示。
・社員のキャリア形成について、ロワーからトップまで一貫してグループ
として携わっていく様子が図で示されている。
・「FA制度」や「キャリアチャレンジ制度」など社員が新たな業務や職種に挑戦する制度を整ている。
・年１回の社員意識調査の結果をもとに組織ごとのカルテを作成し、全社員に概要と共有することでフィードバックしたり、課題に対する
改善活動をメンバー間で話し合うなど、社員全体での職場環境の改善に取り組んでいる。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①全般的なガバナンス体制について、文章と図を用いて説明されている。
②重点課題が整理され、その特定ステップについて端的に説明されている。
③サステナビリティ目標を短期、中期、長期という３つのスパンで定量的に記載。

(2) 気候変動関連等の情報開示
①シナリオ分析について、前提条件、対象期間、分析テーマやデータソースを開示し、事業へ
のインパクトを定量的に記載している。
②CO2排出量については、Scope3まで開示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①人事戦略と経営戦略との関係性が端的に示され、人的資本の「目指す姿」ごとに独自の取り
組みを実行している。またその取り組みを測定する指標を示し、その実績を定量的に開示して
いる。
②社員のキャリア形成について、ロワーからトップまで一貫してグループとして携わっていく
様子が図で示されている。
③「女性管理職比率」「男女賃金差異」「男性育児休業取得率」の実績値が開示されている。

(4) その他の情報開示

①人権デュー・ディリジェンスのプロセスを示し、リスク特定がどのように行われているか、
また現状の人権リスクの特定状況について開示。
②直面している人権リスクに対して、どのようにリスクを予防・是正するかについての開示は
有用。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①全般的なガバナンス体制について、文章と図を用いて説明されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・全般的なガバナンス体制について、体
制図や各組織の役割、開催頻度などが文
章と図を用いて説明されている。

【株式会社ローソン】
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②重点課題が整理され、その特定ステップについて端的に説明されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・重点課題の特定ステップについて、端
的に説明されている。

【株式会社ローソン】

・マテリアリティを２軸で整理する際に、
重要度の最も高い象限に項目を集中させ
過ぎないことで、特に重要な項目が明確
になっているため有用であると考えられ
る。
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③サステナビリティ目標を短期、中期、長期という３つのスパンで定量的に記載。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・取締役の報酬の一部が「SDGs目
標」の予算達成率に基づき決定さ
れている旨が記載されている。

【株式会社ローソン】

・サステナビリティ目標を短期、
中期、長期という３つのスパンで
定量的に記載。
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①シナリオ分析について、前提条件、対象期間、分析テーマやデータソースを開示し、事業へのインパクトを定量的
に記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ローソン】

・シナリオ分析を実施するにあ
たっての、前提条件や対象期間、
分析テーマなどを記載している。

・シナリオ分析におけるデータ
ソースを開示し、事業へのインパ
クトを定量的に記載している。
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②CO2排出量については、Scope3まで開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ローソン】

・実績値を定量的に記載して
いる。
・CO2排出量については、
Scope3まで開示している。
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①人事戦略と経営戦略との関係性が端的に示され、人的資本の「目指す姿」ごとに独自の取り組みを実行してい
る。またその取り組みを測定する指標を示し、その実績を定量的に開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・人事戦略とグループの経営方針・事
業方針との関係性が示されている。

【株式会社ローソン】

・人事戦略を３つの「目指す
姿」に整理し、それぞれの強
化ポイントと実際の取り組み
が示され、その進捗を測定す
るものとしてどのような指標
を用いているかが開示されて
いる。

・経営戦略と関連した独自性の高い取り組みについて、独自性
の高い指標を設定し、その結果を定量的に開示している。
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②社員のキャリア形成について、ロワーからトップまでグループとして一貫して支援していこうとする様子がうかがえる。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【株式会社ローソン】

・社員が自らキャ
リアパスを描ける
ようにキャリア開
発シートを活用し
た面談を実施して
いる旨とその実績
について開示。

・DXの推進を重視していることを踏ま
えて、DXに対する研修体系を構築し始
め、そうした研修の受講を昇格要件と
するなど強化していく旨を記載。

・社員のキャリア
形成について、ロ
ワーからトップま
で一貫してグルー
プとして携わって
いく様子が図で示
されている。

Point!

Point!

・「FA制度」や「キャリアチャレンジ制度」など社員が
新たな業務や職種に挑戦する制度を整ている。

Point!
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③「女性管理職比率」「男女賃金差異」「男性育児休業取得率」の実績値が開示されている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【株式会社ローソン】

・年１回の社員意識調査の結果をもとに
組織ごとのカルテを作成し、全社員に概
要と共有することでフィードバックした
り、課題に対する改善活動をメンバー間
で話し合うなど、社員全体での職場環境
の改善に取り組んでいる。

・「女性管理職比率」「男女賃金差異」
「男性育児休業取得率」の実績値が開示
され、男性育児休業については、具体的
な日数（26.1日）まで開示されている。

Point!
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①人権デュー・ディリジェンスのプロセスを示し、リスク特定がどのように行われているか、また現状の人権リスクの特定
状況について開示。

▍ (4)その他の情報開示（人権）

【株式会社ローソン】

・人権デュー・ディリジェンスのプロセ
スを示し、リスク特定がどのように行わ
れているか、また現状の人権リスクの特
定状況について開示。
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②直面している人権リスクに対して、どのようにリスクを予防・是正するかについての開示は有用。

▍ (4)その他の情報開示（人権）

【株式会社ローソン】

・直面している人権リスクに対して、どのようにリスクを予防・是正
するかについての開示は有用。

・グループの人権尊重の主な取り
組みについて、時系列でその内容
を開示している。
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【株式会社ライフコーポレーション】

気候変動関連等
・CO2排出量削減のため、店舗では、冷ケースの温度設定の見直しや照明の間引き等、節電に取り組んでおり、
電気量使用料において成果が出ている。
・小売業では日本最大規模のバイオガス発電設備により、食品残渣を活用した発電を行っている旨を記載。こ
の取り組みは、農水省、消費者庁、環境省の連携プロジェクトにおいて「脱炭素賞」を受賞している。
・店舗屋上への太陽光発電設備の設置を進めており、年間約140万kWh発電している。バイオガス発電と合わ
せて2022年度は約190万kWh、およそ450世帯分の電気使用量に匹敵する発電をしている。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①マテリアリティの各項目について、より詳細な取組みテーマとその具体的な取組み内容を示
し、SDGsの項目と関連付けて記載している。また一部定量的な目標値が開示されている。
②全般的なガバナンス体制について、その体制図や役割、構成メンバーが文章と図を用いて示
されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析について、その前提条件や想定期間、機会・リスクの事業インパクトなどにつ
いて開示している。
②CO2排出量について、2013年からの目標をグラフで開示するとともに、2030年度の目標値を
示し、それに向けたアクションプランについても示している。
③小売業では日本最大規模のバイオガス発電設備での発電に力を入れており、その取り組みが
農水省、消費者庁、環境省の連携プロジェクトにおいて「脱炭素賞」を受賞している旨を記載。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①女性活躍推進の取り組みの結果、女性管理職やチーフ員数が人数ベースで増加していること
を開示している。
②「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃
金の差異」について実績値を開示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①マテリアリティの各項目について、より詳細な取組みテーマとその具体的な取組み内容を示し、SDGsの項目と関
連付けて記載している。また一部定量的な目標値が開示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・マテリアリティの各項目について、より詳細な
取組みテーマとその具体的な取組み内容を示し、
SDGsの項目と関連付けて記載している。また一
部定量的な目標値が開示されている。

【株式会社ライフコーポレーション】
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②全般的なガバナンス体制について、その体制図や役割、構成メンバーが文章と図を用いて示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・全般的なガバナンス体制について、そ
の体制図や役割、構成メンバーが文章と
図を用いて示されている。

【株式会社ライフコーポレーション】
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①シナリオ分析について、その前提条件や想定期間、機会・リスクの事業インパクトなどについて開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ライフコーポレーション】

・シナリオ分析の結果として、リ
スクが事業にあたえるインパクト
について、定量的に記載している。

・シナリオ分析の結果として、リ
スクだけでなく、機会についても
言及している。

・シナリオ分析に行うにあたって
の前提条件や想定期間が示されて
いる。
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②CO2排出量について、2013年からの目標をグラフで開示するとともに、2030年度の目標値を示し、それに向け
たアクションプランについても示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ライフコーポレーション】

・CO2排出量（Scope1, 2）につい
て2030年度までの目標値を定量的
に記載、また、2013年からの排出
量の実績をグラフ形式で開示して
いる。

・CO2排出削減目標に対するアク
ションプランをグラフを用いて端
的に説明し、それぞれのアクショ
ンへの投資額を示している。
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③小売業では日本最大規模のバイオガス発電設備での発電に力を入れており、その取り組みが農水省、消費者
庁、環境省の連携プロジェクトにおいて「脱炭素賞」を受賞している旨を記載。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ライフコーポレーション】

・CO2排出量削減のため、店舗では、冷
ケースの温度設定の見直しや照明の間引
き等、節電に取り組んでおり、電気量使
用料において成果が出ている。

・小売業では日本最大規模のバイオガス発
電設備により、食品残渣を活用した発電を
行っている旨を記載。この取り組みは、農
水省、消費者庁、環境省の連携プロジェク
トにおいて「脱炭素賞」を受賞している。

Point!

Point!

・店舗屋上への太陽光発電設備の設置を
進めており、年間約140万kWh発電して
いる。バイオガス発電と合わせて2022年
度は約190万kWh、およそ450世帯分の電
気使用量に匹敵する発電をしている。 Point!
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①女性活躍推進の取り組みの結果、女性管理職やチーフ員数が人数ベースで増加していることを開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【株式会社ライフコーポレーション】

・グループの「第七次中期経営計画」において、
人的資本に関する取り組みは「人への投資」とい
う主要テーマの1つに据えられ注力している。

・女性活躍推進の目的を明らかにし、具体的な取
組を端的に示している。そうした取り組みの結果、
女性管理職やチーフ員数が人数ベースで増加して
いることを開示している。



176

②「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の差異」につ
いて実績値を開示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【株式会社ライフコーポレーション】

・「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労
働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の
差異」について実績値を開示している。



株式会社ヤオコー
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【株式会社ヤオコー】

人的資本、多様性等
・店舗運営を本部主導ではなく店舗主導で運営していく経営スタイルにおいて、現場で自ら考えて行動する人材
が不可欠な存在であることを示し、グループの全体戦略における人材戦略の重要性がうかがえる。
・求める人材像を明確にしたうえで、そうした人材の育成のため「階級別義務教育の実施」「選抜教育の実施」
「国内外流通視察、産地研修等の実施」「目標設定と評価制度運用の取組み」といった数多くの施策を実施し
ている。
・グループにおける働きやすい職場環境づくりの重要性を述べたうえで、「女性活躍等推進専担部署『ダイバーシ
ティ推進担当部』の設置」「仕事と育児、介護の両立支援」「健康づくりの推進」「障がい者雇用の推進」「正社
員等への区分変更制度」など数多くの取組みを実施している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①全般的なガバナンス体制について、関連組織の役割などが文章で説明され、体制図が示され
ている。

(2) 気候変動関連等の情報開示
①シナリオ分析にあたっての、想定期間を明示し、各リスクおよび機会の事業への影響度と対
応策について一覧表にまとめて記載している。
②気候変動に関する指標・目標と実績について、定量的に開示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示
①求める人材像を明確にしたうえで、そうした人材の育成のための施策を数多く実施している。
②「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃
金の差異」について目標値と実績値が示されている。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①全般的なガバナンス体制について、関連組織の役割などが文章で説明され、体制図が示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・全般的なガバナンス体制について、関連
組織の役割などが文章で説明され、体制図
が示されている。

【株式会社ヤオコー】



180

①シナリオ分析にあたっての、想定期間を明示し、各リスクおよび機会の事業への影響度と対応策について一覧表
にまとめて記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ヤオコー】

・シナリオ分析にあたっての、
想定期間を明示し、各リスク
および機会の事業への影響度
と対応策について一覧表にま
とめて記載している。
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②気候変動に関する指標・目標と実績について、定量的に開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ヤオコー】

・気候変動に関する指標・目
標と実績について、定量的に
開示している。

・一部実績について
は、確定に時間を要
するため、統合報告
書で確定値を開示す
る旨を記載。
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①求める人材像を明確にしたうえで、そうした人材の育成のための施策を数多く実施している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【株式会社ヤオコー】

・店舗運営を本部主導ではなく店舗主導で運営
していく経営スタイルにおいて、現場で自ら考
えて行動する人材が不可欠な存在であることを
示し、グループの全体戦略における人材戦略の
重要性がうかがえる。

・求める人材像を明確にしたうえで、そうした
人材の育成のため「階級別義務教育の実施」
「選抜教育の実施」「国内外流通視察、産地研
修等の実施」「目標設定と評価制度運用の取組
み」といった数多くの施策を実施している。

・グループにおける働きやすい職場環境づくり
の重要性を述べたうえで、「女性活躍等推進専
担部署『ダイバーシティ推進担当部』の設置」
「仕事と育児、介護の両立支援」「健康づくり
の推進」「障がい者雇用の推進」「正社員等へ
の区分変更制度」など数多くの取組みを実施し
ている。

Point!

Point!
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②「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の差異」につ
いて目標値と実績値が示されている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【株式会社ヤオコー】

・「管理職に占める女性労働者の割合」「男性労働
者の育児休業取得率」「労働者の男女の賃金の差
異」について目標値と実績値が示されている。



アクシアル リテイリング株式会社

184



185

【アクシアル リテイリング株式会社】

気候変動関連等
・シナリオ分析にあたっての前提条件を明示し、各リスクおよび機会の事業インパクトや財務インパクトと検討して
いる対応策について一覧表にまとめて記載している。
・温室効果ガス排出量については、実績値を開示するとともに、スコープ3はカテゴリごとに詳細な記載がされてい
る。
・二酸化炭素排出量のみならず、気候変動関連の具体的なテーマとしてともに定めているワンウェイプラスチック対
策や食品廃棄物の発生抑制などに関しても評価指標と目標を設定し、それぞれの実績値を開示している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①サステナビリティに関するガバナンス体制について、2つの観点で整理したうえで、文章と
図を用いて説明している。
②長期経営計画ＶＩＳＩＯＮにおいて5つの基本政策が策定されており、それら基本政策にも
とづいてサステナビリティ関連の方針が定められている旨が記載されている。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析にあたっての前提条件を明示し、気候変動による各リスクおよび機会の事業イ
ンパクトや財務インパクトと検討している対応策について一覧表にまとめて記載している。
②温室効果ガス排出量については、実績値を開示するとともに、スコープ3はカテゴリごとに
詳細な記載がされている。
③ワンウェイプラスチック対策や食品廃棄物の発生抑制などに関しても評価指標と目標を設定
し、それぞれの実績値を開示している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①グループの経営原則や経営戦略の根幹であるTQM活動（トータル・クオリティ・マネジメン
ト、総合品質管理）を「人材」が支えていることが示され、企業の経営に人材戦略が密接に関
わっていることがうかがえる。
②人的資本に関するリスク・機会についても特定し、それらの事業インパクトと財務インパク
ト、検討している対応策を一覧表にまとめて記載している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①サステナビリティに関するガバナンス体制について、「気候変動対応に関するガバナンス」と「人材の多様性を含む
人的資本に関するガバナンス」の2つの観点で整理したうえで、文章と図を用いて説明している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティに関するガバナンス体
制について、「気候変動対応に関するガバ
ナンス」と「人材の多様性を含む人的資本
に関するガバナンス」の2つの観点で整理
したうえで、文章と図を用いて説明してい
る。

【アクシアル リテイリング株式会社】
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②グループの全体戦略とサステナビリティの関わりについては、長期経営計画ＶＩＳＩＯＮにおいて5つの基本政
策が策定されており、それら基本政策にもとづいてサステナビリティ関連の方針が定められている旨が記載されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループの全体戦略とサステナビリティ
の関わりについては、長期経営計画ＶＩＳ
ＩＯＮにおいて5つの基本政策が策定され
ており、それら基本政策にもとづいてサス
テナビリティ関連の方針が定められている。

【アクシアル リテイリング株式会社】
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①シナリオ分析にあたっての前提条件を明示し、気候変動による各リスクおよび機会の事業インパクトや財務インパ
クトと検討している対応策について一覧表にまとめて記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【アクシアル リテイリング株式会社】

・シナリオ分析にあたっての前提
条件を明示し、各リスクおよび機
会の事業インパクトや財務インパ
クトと検討している対応策につい
て一覧表にまとめて記載している。
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②温室効果ガス排出量については、実績値を開示するとともに、スコープ3はカテゴリごとに詳細な記載がされている。
③二酸化炭素排出量のみならず、気候変動関連の具体的なテーマとしてともに定めているワンウェイプラスチック対
策や食品廃棄物の発生抑制などに関しても評価指標と目標を設定し、それぞれの実績値を開示している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【アクシアル リテイリング株式会社】

・温室効果ガス排出量については、実績値を
開示するとともに、スコープ3はカテゴリごと
に詳細な記載がされている。

・二酸化炭素排出量のみならず、気候変動関連の具体的なテーマとしてと
もに定めているワンウェイプラスチック対策や食品廃棄物の発生抑制など
に関しても評価指標と目標を設定し、それぞれの実績値を開示している。

Point!

Point!
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①グループの経営原則や経営戦略の根幹であるTQM活動（トータル・クオリティ・マネジメント、総合品質管理）を
「人財」が支えていることが示され、企業の経営に人材戦略が密接に関わっていることがうかがえる。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【アクシアル リテイリング株式会社】

・グループの経営原則や経営戦略の
根幹であるTQM活動（トータル・ク
オリティ・マネジメント、総合品質
管理）を「人財」が支えていること
が示され、企業の経営に人材戦略が
密接に関わっていることがうかがえ
る。
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②気候変動によるリスク・機会だけでなく、人的資本に関するリスク・機会についても特定し、それらの事業インパクト
と財務インパクト、検討している対応策を一覧表にまとめて記載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

【アクシアル リテイリング株式会社】

・気候変動によるリスク・機会だ
けでなく、人的資本に関するリス
ク・機会についても特定し、それ
らの事業インパクトと財務インパ
クト、検討している対応策を一覧
表にまとめて記載している。



株式会社ゼンショーホールディングス

192



193

【株式会社ゼンショーホールディングス】

人的資本、多様性等
・日本発のグローバル企業として、不確実性の時代において、多文化共生の相互理解が必要であるという考えを示し、そのための組織
として「日本文化研修センター」を設置した旨を記載している。
・女性活躍推進、育児との両立を支援する制度作りのために、相談窓口の設置、新しい勤務制度や休暇制度の導入、妊娠中およ
び子育て中の従業員向けのガイドブックを用意し周知させていくといった取組みを推進していることを記載。
・女性の出産や育児をサポートする制度として、産前6週間、産後8週間の休暇取得が可能であることを記載。
・男女問わず、育児のための休業や短時間勤務が可能である旨を記載。
・管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率について、当年度実績と目標値を記載している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①企業の経営理念とサステナビリティとの関わりについて端的に記載している。
②非常に早い段階から独自の直接提携型フェアトレードに取組み、そこから生まれる「社会開
発資金」を社会開発支援活動に充てている。
③サステナビリティのガバナンス体制を図と文章を用いて端的に記載している。

(2) 気候変動関連等の情報開示
①気候変動に伴い事業に及ぶと考えられる「リスク」だけでなく、「機会」についても検討し、
記載している。
②水ストレスによるリスクについて言及している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①女性活躍推進、育児との両立を支援するために、相談窓口の設置、新しい勤務制度や休暇制
度の導入、妊娠中および子育て中の従業員向けのガイドブックを用意し周知させていくといっ
た取組みを推進していることを記載。
②女性の出産や育児をサポートする制度として、産前6週間、産後8週間の休暇取得が可能であ
ることや男女問わず、育児のための休業や短時間勤務が可能である旨を記載。
③管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率について、当年度実績と目
標値を記載している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①企業の経営理念とサステナビリティとの関わりについて端的に記載している。
②非常に早い段階から独自の直接提携型フェアトレードに取組み、そこから生まれる「社会開発資金」を社会開発
支援活動に充てている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・グループとしてのサステナビリティに対する考
え方が創業時からの経営理念を基盤としたもので
あることを明示している。

・「食」にかかわる企業として、2007
年という非常に早い段階から独自の直
接提携型フェアトレードに取組み、さ
らにフェアトレードから生まれる「社
会開発資金」を社会開発支援活動に充
てている旨を記載している。

【株式会社ゼンショーホールディングス】
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③サステナビリティのガバナンス体制を図と文章を用いて端的に記載している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティのガバナンス体制を図を用い
てわかりやすく記載している。

・サステナビリティ全般に関するガバナンス体制
について、各組織の役割を図だけでなく、文章で
わかりやすく記載している。

【株式会社ゼンショーホールディングス】
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①気候変動に伴い事業に及ぶと考えられる「リスク」だけでなく、「機会」についても検討し、記載している。
②水ストレスによるリスクについて言及している。

・気候変動に伴い事業に及ぶと考えられる「リス
ク」だけでなく、「機会」についても検討し、記
載している。
・水ストレスによるリスクについて言及している。

▍ (2)気候変動の情報開示

【株式会社ゼンショーホールディングス】



197

①女性活躍推進、育児との両立を支援するために、相談窓口の設置、新しい勤務制度や休暇制度の導入、妊
娠中および子育て中の従業員向けのガイドブックを用意し周知させていくといった取組みを推進していることを記載。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・日本発のグローバル企業として、不確実性の時
代において、多文化共生の相互理解が必要である
という考えを示し、そのための組織として「日本
文化研修センター」を設置した旨を記載している。

・女性活躍推進、育児との両立を支援する制度作
りのために、相談窓口の設置、新しい勤務制度や
休暇制度の導入、妊娠中および子育て中の従業員
向けのガイドブックを用意し周知させていくと
いった取組みを推進していることを記載。

Point!

Point!

【株式会社ゼンショーホールディングス】
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②女性の出産や育児をサポートする制度として、産前6週間、産後8週間の休暇取得が可能であることや男女問
わず、育児のための休業や短時間勤務が可能である旨を記載。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・女性の出産や育児をサポートする制度として、
産前6週間、産後8週間の休暇取得が可能であるこ
とを記載。
・男女問わず、育児のための休業や短時間勤務が
可能である旨を記載。

Point!

【株式会社ゼンショーホールディングス】
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③管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者の育児休業取得率について、当年度実績と目標値を記載し
ている。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・管理職に占める女性労働者の割合、男性労働者
の育児休業取得率について、当年度実績と目標値
を記載している。

【株式会社ゼンショーホールディングス】



日本マクドナルドホールディングス株式会社
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【日本マクドナルドホールディングス株式会社】

気候変動関連等
・グループにもたらされる影響を鑑みて、脱炭素化とプラスチックの削減、食品の2R（リデュース・リサイクル）に重点を
置いた取組みを進めている旨を記載。
・林野庁が推進する「ウッド・チェンジ・ネットワーク」に賛同し、森林の保全と地域の生態系の保護、激甚化する災害
被害の抑制などを目的として、国産木材を活用した店舗づくりを推進している旨を記載。
・プラスチックの削減に向けて、紙製ストロー、木製カトラリー、紙製サラダボックスを導入したり、サステナブルな素材を
使用したおもちゃへの移行を進めている旨を記載している。
・食品リサイクルの取組みとして、全店舗で廃食用油のほとんどをリサイクルしているほか、一部店舗で、飼料化、肥料
化、バイオマス燃料化を実施している旨を記載。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①サステナビリティのガバナンス体制を図と文章を用いて端的に記載している。
②リスク管理に関するガバナンス体制について、監督機能と業務執行機能に分けて、各機関・
組織の関係や役割等を具体的に記載し、そのプロセスを図と文章で具体的に記載している。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①プラスチックの削減に向けて、紙製ストロー、木製カトラリー、紙製サラダボックスを導入
したり、サステナブルな素材を使用したおもちゃへの移行を進めている旨を記載している。
②グループが重点を置いている環境・気候変動の指標について、2年間の実績値を定量的に記
載している。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①クルーの属性内訳を重視した最適化や地益社員制度、サポート店長制度などの取組みの例を
挙げて、ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョンを重視したキャリア開発の推進に取
り組んでいる旨を記載。
②従業員エンゲージメント、女性管理職比率や女性店長比率、男性の育児休業取得率、障がい
者雇用比率について、前年を含め2年分の実績を定量的に示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①サステナビリティのガバナンス体制を図と文章を用いて端的に記載している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティ全般に関するガバナンス体制につ
いて、各組織の役割を図だけでなく、文章でわかりや
すく記載している。

・サステナビリティ全般に関するガバナンス体制を図
を用いてわかりやすく記載している。

【日本マクドナルドホールディングス株式会社】
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②リスク管理に関するガバナンス体制について、監督機能と業務執行機能に分けて、各機関・組織の関係や役割
等を具体的に記載し、そのプロセスを図と文章で具体的に記載している。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・リスク管理に関するガバナンス体制について、
監督機能と業務執行機能に分けて、各機関・組織
の関係や役割等を具体的に記載し、リスク管理の
プロセスを図と文章で具体的に記載している。

【日本マクドナルドホールディングス株式会社】
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①プラスチックの削減に向けて、紙製ストロー、木製カトラリー、紙製サラダボックスを導入したり、サステナブルな素材
を使用したおもちゃへの移行を進めている旨を記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・グループにもたらされる影響を鑑
みて、脱炭素化とプラスチックの削
減、食品の2R（リデュース・リサイ
クル）に重点を置いた取組みを進め
ている旨を記載。

・林野庁が推進する「ウッド・チェ
ンジ・ネットワーク」に賛同し、森
林の保全と地域の生態系の保護、激
甚化する災害被害の抑制などを目的
として、国産木材を活用した店舗づ
くりを推進している旨を記載。

・プラスチックの削減に向けて、紙製ストロー、木製カトラリー、紙製サ
ラダボックスを導入したり、サステナブルな素材を使用したおもちゃへの
移行を進めている旨を記載している。
・食品リサイクルの取組みとして、全店舗で廃食用油のほとんどをリサイ
クルしているほか、一部店舗で、飼料化、肥料化、バイオマス燃料化を実
施している旨を記載。

Point!

Point!

Point!

【日本マクドナルドホールディングス株式会社】
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②グループが重点を置いている環境・気候変動の指標について、2年間の実績値を定量的に記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・グループが重点を置いている環境・気候変動の指標について、2年間の実
績値を定量的に記載している。

【日本マクドナルドホールディングス株式会社】
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①クルーの属性内訳を重視した最適化や地益社員制度、サポート店長制度などの取組みの例を挙げて、ダイバー
シティ・エクイティ&インクルージョンを重視したキャリア開発の推進に取り組んでいる旨を記載。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・グループの専門教育機関「ハン
バーガー大学」で、クルーや社員
だけでなく、教職員研修の支援を
行うなど、地域における雇用創出
に貢献している旨を記載。

・クルーの属性内訳を重視した最適化や地益社員
制度、サポート店長制度などの取組みの例を挙げ
て、ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョ
ンを重視したキャリア開発の推進に取り組んでい
る旨を記載。

【日本マクドナルドホールディングス株式会社】
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②従業員エンゲージメント、女性管理職比率や女性店長比率、男性の育児休業取得率、障がい者雇用比率に
ついて、前年を含め2年分の実績を定量的に示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・従業員エンゲージメント、女性管理職比率や女
性店長比率、男性の育児休業取得率、障がい者雇
用比率について、前年を含め2年分の実績を定量的
に示している。

【日本マクドナルドホールディングス株式会社】
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【株式会社すかいらーくホールディングス】

その他（責任ある調達）
・責任ある調達のために、サプライヤーを、財務的な信頼性、品質の安定性のみならず、サプライヤーの従業員管理、人権配慮、環境への配慮、
その他の反社会的行為の状況など多面的な観点から選定しており、またサプライヤースタッフとのコミュニケーション等をとり、企業活動と社会・環
境の共存共栄をサプライヤーとともに目指している旨を記載。
・世界40か国の調達先について、持続可能な調達を行うために社内チェック体制・プロセスを構築しており、その結果、購買部門がCSR調達を
推進する方針を持ち、購買部門が一体となって取り組む姿勢や環境が構築されていることや、CSRチェックを通じて取引先や産地を直接確認し、
現場でのリスク確認や対策を進めていること、また、研修等を通じて当社購買部門の各食材チームのバイヤーが持続可能な調達に関するマネジ
メントシステムや法規制、CSRチェックの方法などの知識や力量を取得することに努めていること、そのような知識や力量を保有していることなどが
認定機関に確認され、外食業界初の持続可能な調達の国際規格ISO20400認証を取得した旨を記載している。

金融庁が推奨している開示基準項目 ポイント

(1) サステナビリティ全般の情報開
示

①マテリアリティ特定のプロセスが具体的に開示されている。
②マテリアリティの特定にとって、2軸で整理する際に一部の象限に項目が集中しすぎないよ
うにすることで、グループにとって最優先で対応すべき課題が明確になっている。
③マテリアリティごとの指標や複数年にわたる過去の実績やKPIが定量的に記載され、KPIに向
けた主な取組みが示されている。
④サステナビリティに関する取組みにより、どのように価値創造に至っているかをモデルで説
明することは有用。

(2) 気候変動関連等の情報開示

①シナリオ分析を行うにあたっての前提条件を記載している。
②水資源については、取水量と排水量に分けて定量的に記載している。
③温室効果ガス排出量の実績値をスコープ1~3で整理し、複数年にわたって
定量的に開示するとともに、スコープ3については、カテゴリーごとの内訳も記載。

(3) 人的資本、多様性等の情報開示

①グループが人材戦略において取り組む各テーマについて説明し、各テーマごとに実施してい
る取り組みについて端的に記載している。
②女性管理職比率や喫煙率、平均月間残業時間、有給休暇取得率について過去の実績値を示し、
KPIについても複数年にわたって定量的に示している。

＜サステナビリティ情報開示のポイント＞

＜特徴的な取り組み内容＞
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①マテリアリティ特定のプロセスが具体的に開示されている。
②マテリアリティの特定にとって、2軸で整理する際に一部の象限に項目が集中しすぎないようにすることで、グループ
にとって最優先で対応すべき課題が明確になっている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・会社のサイトには、マテリアリティ特定のプロセスが具体的に開示されている。
・マテリアリティの特定にとって、2軸で整理する際に一部の象限に項目が集中しすぎないよ
うにすることで、グループにとって最優先で対応すべき課題が明確になっている。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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③マテリアリティごとの指標や複数年にわたる過去の実績やKPIが定量的に記載され、KPIに向けた主な取組みが
示されている。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サイトでは、マテリアリティごとの指標や複
数年にわたる過去の実績やKPIが定量的に記載
され、KPIに向けた主な取組みが示されている。
・水資源の保全や生物多様性についても開示さ
れている。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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④サステナビリティに関する取組みにより、どのように価値創造に至っているかをモデルで説明することは有用。

▍ (1) サステナビリティ全般の情報開示

・サステナビリティに関する取
組みにより、どのように価値創
造に至っているかをモデルで説
明することは有用。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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①シナリオ分析を行うにあたっての前提条件を記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

移行リスクのみ抜粋

・シナリオ分析を行うにあたっての前提条
件を記載している。
・シナリオ分析におけるシナリオのデータ
ソースを開示している。

・主なリスク・機会を具体的
に述べ、影響度評価、影響時
期を記載している。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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②水資源については、取水量と排水量に分けて定量的に記載している。

▍ (2)気候変動の情報開示

・サイト上で、環境関連データを複数年に
わたる実績を定量的に事細かく示している。
・水資源については、取水量と排水量に分
けて定量的に記載している。

・サイト上で、指標や目標、実績値につい
て開示している旨を記載。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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③温室効果ガス排出量の実績値をスコープ1~3で整理し、複数年にわたって
定量的に開示するとともに、スコープ3については、カテゴリーごとの内訳も記載。

▍ (2)気候変動の情報開示

・サイト上で、温室効果ガス排出量の実績
値をスコープ1~3で整理し、複数年にわたっ
て定量的に開示するとともに、スコープ3に
ついては、カテゴリーごとの内訳も記載。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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①グループが人材戦略において取り組む各テーマについて説明し、各テーマごとに実施している取り組みについて端
的に記載している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・グループが人材戦略において取り組む各テーマ
について説明し、各テーマごとに実施している取
り組みについて端的に記載している。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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②女性管理職比率や喫煙率、平均月間残業時間、有給休暇取得率について過去の実績値を示し、KPIについ
ても複数年にわたって定量的に示している。

▍ (3)人的資本、多様性の情報開示

・女性管理職比率や喫煙率、平均月間残業時間、
有給休暇取得率について過去の実績値を示し、KPI

についても複数年にわたって定量的に示している。

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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①責任ある調達のために、サプライヤーの選定や、サプライヤースタッフとのコミュニケーション等をとり、企業活動と社
会・環境の共存共栄をサプライヤーとともに目指している旨を記載。世界中の調達先について、持続可能な調達を
行うために社内チェック体制・プロセスを構築しており、その結果、外食業界初の持続可能な調達の国際規格、
ISO20400認証を取得した旨を記載している。

▍ (4)その他の情報開示（責任ある調達）

・世界40か国に及ぶ調達先について、持続可能な調
達を行うために社内チェック体制・プロセスを構築
しており、その結果、外食業界初の持続可能な調達
の国際規格、ISO20400認証を取得した旨を記載して
いる。

Point!

・責任ある調達のために、サプライヤーを多面的な
観点から選定しており、またサプライヤースタッフ
とのコミュニケーション等をとり、企業活動と社
会・環境の共存共栄をサプライヤーとともに目指し
ている旨を記載。

Point!

【株式会社すかいらーくホールディングス】
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